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     第二日   平成二十六年三月七日              開  議  午前十時  

 

【開会前に事務局長より、工藤  勲農業委員会会長が所用のため、野呂廣志会長職務代理が出席する旨が報告される】  

○議長（野呂日出男君）  

  ただいまの出席議員数は十四名であります。定足数に達しておりますので、ただいまから本日の会議を開きます。  

  日程第一、一般質問を行います。  

  通告により、四番鶴賀谷  貴君に一般質問を許します。  

  四番鶴賀谷  貴君。  

〔四番  鶴賀谷  貴君  登壇〕  

○四番（鶴賀谷  貴君）  

  皆様、おはようございます。  

  議長のお許しがありましたので、発言させていただきます。  

  質問に入る前に、この三月にて退職される管理職及び職員の皆様、長年のご尽力に対しまして心から感謝申し上げます。

こ れ か ら も ご 健 康 で 、 そ れ ぞ れ の お 立 場 の 中 で ご 活 躍 さ れ る こ と を ご 祈 念 申 し 上 げ ま す 。 長 い 間 、 大 変 お 世 話 に な り 、

まことにありがとうございました。  

  それでは、平成二十六年第一回定例会に当たり、さきに通告いたしました項目につきまして質問させていただきます。

平田町長初め各担当者から明快なるご答弁をいただきますようお願い申し上げます。  

  まず初めに、学校給食について質問をします。  

  人間の体を形成する上で最も必要な時期である小学生から中学生までの栄養のとり方が人体に大きく影響します。しか
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し 、 何 ら か の 原 因 で 特 定 の 食 物 が 自 分 の 体 に ア レ ル ギ ー を 起 こ す 人 が お り ま す 。 大 人 で も 食 物 ア レ ル ギ ー の あ る 方 が

年 々 増 加 し て い ま す 。 当 町 で は 、 小 学 校 、 中 学 校 で 学 校 給 食 を 実 施 し て い ま す が 、 食 物 ア レ ル ギ ー を 持 つ 児 童 生 徒 の 現

状についてお尋ねします。  

  また、平成二十四年十二月には、東京都調布市の小学校で食物アレルギーを持つ小学五年生の子供が給食を食べた後に

死 亡 す る と い う 痛 ま し い 事 故 が 発 生 し て い ま す 。 当 町 に お い て 、 こ れ ま で に 食 物 ア レ ル ギ ー が 原 因 で 事 故 が 発 生 し て い

るのか、お尋ねします。  

  食物アレルギーの原因としては、卵や乳製品、小麦、ピーナッツなどが挙げられますが、調理をする際には広く使われ

ている食材です。万が一、食物アレルギーが原因で事故が発生した場合の対策についてお尋ねいたします。  

  次に、りんご共済加入の補助金についてお尋ねします。  

  昨年は台風十八号による水害で多くの方が被害に遭いました。改めまして、この場をおかりしてお見舞いを申し上げま

す 。 災 害 は 一 瞬 で 起 こ り ま す が 、 復 興 復 旧 に は 多 く の 時 間 を 必 要 と し ま す 。 二 度 と あ の よ う な 災 害 が 発 生 し な い こ と を

望 ん で お り ま す 。 当 町 で は 被 害 が 発 生 し た 場 合 、 農 家 の 方 の 被 害 を 補 償 す る た め に り ん ご 共 済 加 入 の 補 助 金 を 支 給 し て

おりますが、加入率と補助内容の現状についてお尋ねします。  

  また、岩木川の中流部の白子地区は、一年間に数回の冠水の被害が発生しておりますが、この白子地区のこれまでの災

害についてお尋ねします。  

  最後に、最も多く災害が発生している白子地区の補助率を引き上げていただき、加入率を増加して災害が発生したとき

で も 被 害 農 家 が 一 日 も 早 く 復 旧 で き る よ う 、 よ り 多 く の 補 償 金 を 得 ら れ る よ う な 対 策 が 必 要 と 思 い ま す が 、 町 長 の お 考

えをお尋ねして、壇上からの質問を終わります。  

○議長（野呂日出男君）  
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  四番鶴賀谷  貴君の一般質問に対する答弁を求めます。  

  平田博幸君。  

〔町長  平田博幸君  登壇〕  

○町長（平田博幸君）  

  改めまして、皆さん、おはようございます。  

  それでは、早速、鶴賀谷  貴議員の一般質問にお答えいたします。  

  初めに、教育行政についてのイの学校給食についての食物アレルギーを持つ児童生徒の現状についてでありますが、医

師 の 診 断 と 保 護 者 と の 面 談 に 基 づ き 、 学 校 給 食 に 何 ら か の 対 応 が 必 要 で あ る と さ れ る 人 数 に つ い て は 、 四 月 入 学 予 定 を

含 む 児 童 、 い わ ゆ る 小 学 生 で あ り ま す 、 三 十 四 人 、 そ し て 生 徒 、 い わ ゆ る 中 学 生 で ご ざ い ま す 、 七 人 の 合 計 四 十 一 人 で

あります。  

  次に、食物アレルギーが原因での事故についてでありますが、これまで幸いにも事故等については発生してございませ

ん。  

  次に、食物アレルギーの対策についてでありますが、町教育委員会では今年度より食物アレルギーを持つ児童生徒及び

保 護 者 に 対 す る 教 育 的 配 慮 も 含 め た 対 応 が 大 切 で あ る と 考 え 、 そ の 対 応 に つ い て 全 て の 学 校 で 統 一 的 な 対 応 が 必 要 な た

め 、 基 本 的 な 方 針 を 示 し た マ ニ ュ ア ル を 作 成 し て お り ま す 。 こ の マ ニ ュ ア ル は 、 医 師 の 診 断 に 基 づ き 、 食 物 ア レ ル ギ ー

が 明 確 で あ る こ と を 前 提 と し て 、 学 校 給 食 を 中 心 と し た 学 校 生 活 で の 管 理 指 導 の 基 本 を 示 し た も の で あ り ま す 。 保 護 者

と 学 校 、 教 育 委 員 会 、 給 食 セ ン タ ー な ど が 正 確 な 知 識 と 共 通 認 識 を 持 つ こ と で 食 物 ア レ ル ギ ー の 事 故 を 防 止 し 、 全 て の

児 童 生 徒 が 安 心 で 楽 し い 学 校 生 活 を 過 ご せ る よ う 、 今 後 も 安 全 安 心 な 学 校 給 食 の 提 供 に 努 め て い く こ と が 重 要 で あ る と

考えております。  
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  次に、災害についてのイのりんご共済加入補助金についての加入率と補助内容の現状についてでありますが、平成二十

五 年 産 リ ン ゴ の り ん ご 共 済 加 入 状 況 は 加 入 件 数 が 二 百 二 十 八 件 、 引 受 総 面 積 が 二 百 七 十 九 ・ 七 八 ヘ ク タ ー ル 、 加 入 率 が

三 九 ・ 一 ％ で あ り ま し た 。 こ れ に 対 し 、 町 で は 農 家 負 担 額 の 一 五 ％ に 当 た る 百 四 十 六 万 七 千 円 の 助 成 を 行 っ て お り ま す 。  

  次に、白子地区のこれまでの災害についてでありますが、平成十六年から十年間の被害について、発生時期などの理由

か ら 実 害 と な ら な か っ た も の も 含 め ま す と 、 平 成 十 八 年 、 二 十 年 を 除 き 毎 年 増 水 被 害 が 発 生 し て お り ま す 。 今 年 度 以 外

で は 平 成 十 六 年 九 月 に 発 生 し た 台 風 二 十 一 号 に 伴 う 増 水 に よ る 被 害 が 最 も 大 き く 、 樹 冠 浸 水 四 十 八 ・ 五 ヘ ク タ ー ル 、 四

千五百七十万八千円の被害でありました。  

  次に、白子地区の補助率を上げられないかについてでありますが、りんご共済につきましては平成二十一年産から町単

独 助 成 を 行 っ て き て お り 、 補 助 率 は 二 十 一 年 産 は 農 家 負 担 額 の 一 〇 ％ 、 二 十 二 年 産 か ら は 一 五 ％ を 助 成 し て き た と こ ろ

で あ り ま す 。 昨 年 の 台 風 十 八 号 被 害 を 受 け 、 町 で は 白 子 地 区 の 水 害 常 襲 地 帯 に リ ン ゴ 園 を 持 つ 農 家 に 対 し て 、 総 合 方 式

に 加 入 す る 場 合 は 農 家 負 担 額 の 三 〇 ％ を 助 成 す る 方 向 で 検 討 し て お り 、 町 と 農 業 共 済 組 合 で は こ と し の 一 月 下 旬 に 白 子

地区のリンゴ園のある農家を対象に戸別訪問を行い、加入推進を図っているところでございます。  

  以上、鶴賀谷議員の質問に対する登壇での答弁といたします。  

○議長（野呂日出男君）  

  四番鶴賀谷  貴君の一般質問に対する答弁が終わりました。  

  これより、四番鶴賀谷  貴君に再質問を許します。四番鶴賀谷  貴君。  

○四番（鶴賀谷  貴君）  

  まず、学校給食についての（一）食物アレルギーを持つ児童生徒についてから再質問させていただきます。  

  先ほど町長から答弁がありましたけれども、入学予定者も含めて児童が三十四人、それから生徒が七人、合計四十一人
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と い う 答 弁 が あ り ま し た け れ ど も 、 食 物 ア レ ル ギ ー の 症 状 の レ ベ ル に つ い て の 比 較 と い う ん で す か 、 人 数 と い う の は 把

握しているものですか。  

○議長（野呂日出男君）  

  学校給食センター所長。  

○学校給食センター所長（佐々木盛男君）  

  症状につきましては、全て医師の診断に基づいておりますので、ショック状態、呼吸困難等々の方はおりません。ちょ

っと赤くなる、じんま疹が出る程度の方がほとんどでございます。  

  以上です。  

○議長（野呂日出男君）  

  鶴賀谷  貴君。  

○四番（鶴賀谷  貴君）  

  その調査する時期ですけれども、当然、小学校一年生に入る入学前だとか、中学校一年生に入る前だとかというのは当

然 や っ て い る と 思 う ん で す け れ ど も 、 人 間 の 体 っ て 常 に 変 化 し て い き ま す け れ ど も 、 在 校 生 に つ い て 、 例 え ば 小 学 校 二

年生から六年生だとか、中学校二年生、三年生の方々の調査というのはどのようになっているものですか。  

○議長（野呂日出男君）  

  学校給食センター所長。  

○学校給食センター所長（佐々木盛男君）  

  まず、就学前、翌年度の春に入学する予定の方は大体、就学時健診が十月から十一月に予定されておりますので、その

時 期 に ア ン ケ ー ト 用 紙 、 ア レ ル ギ ー が あ る か な い か と い う こ と を 保 護 者 の 方 に 回 答 し て い た だ い て 、 「 あ る 」 に チ ェ ッ
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ク が 入 っ て い る 場 合 に 、 要 は 養 護 教 諭 の 方 と ま た 濃 く 面 談 し て い た だ い て 、 医 師 の 診 断 が 必 要 か ど う か と い う こ と で 進

めております。  

  在校生につきましては、各学校のタイムスケジュールにもよりますけれども、同じようなアンケート用紙を在校生全員

に 配 布 し ま す 。 そ こ で ア レ ル ギ ー あ る な し の チ ェ ッ ク の 「 あ る 」 に あ っ た 方 の 保 護 者 に 対 し て 養 護 教 諭 、 同 じ や り 方 で

す け れ ど も 、 面 談 し て 医 師 の 診 断 が 必 要 か ど う か 。 要 は 、 時 期 的 に は い つ も 秋 、 毎 年 、 こ れ は 先 ほ ど 町 長 の 答 弁 に あ り

ますけれども、ことしつくったマニュアルに基づきまして実施しております。  

  以上です。  

○議長（野呂日出男君）  

  鶴賀谷  貴君。  

○四番（鶴賀谷  貴君）  

  入学時だけでなくて通年でアレルギーについて調査しているということですので、引き続きそれを継続していくことを

お願い申し上げたいと思います。  

  それでは、（二）に移ります。これまでに食物アレルギーが原因での事故は当町においてはないということでございま

し た 。 非 常 に 喜 ば し い こ と だ と 私 は 思 い ま す 。 先 ほ ど 答 弁 に も あ り ま し た け れ ど も 、 マ ニ ュ ア ル を つ く る 前 か ら 当 町 で

は 給 食 が 自 校 式 だ と い う 形 で 給 食 を 実 施 し て お り ま し た の で 、 そ う い っ た と き で も 食 物 ア レ ル ギ ー の 事 故 が な か っ た と

い う こ と は 、 そ う い う 職 員 の 皆 様 、 そ の 他 、 保 護 者 、 学 校 、 そ の 方 々 が 一 致 団 結 し て き た ん だ な と い う こ と で 、 対 応 し

てきたんだなと、このように思っていますので、引き続き事故がないようにご指導をお願いしたいと思います。  

  それでは、三番目の食物アレルギーの対策についてでございます。先ほど重症な症状レベルの質問をさせていただきま

し た け れ ど も 、 そ う い う 重 症 な 方 は 今 現 在 い な い と い う 答 弁 を い た だ き ま し た け れ ど も 、 よ く 聞 く の は 食 物 ア レ ル ギ ー
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が 発 生 し て か ら 医 師 の 診 察 、 医 師 の 治 療 を 受 け る 前 ま で が 大 事 だ と い う お 話 を 聞 き ま す 。 そ う い っ た 意 味 に お い て 、 ア

ド レ ナ リ ン 酸 を 自 己 注 射 す る と い う 、 エ ピ ペ ン と い う 注 射 薬 み た い な の が 重 症 な 人 は 医 師 か ら 処 方 さ れ て い る と 思 い ま

す け れ ど も 、 こ の エ ピ ペ ン を 常 時 備 え な け れ ば な ら な い 児 童 生 徒 の 方 は 今 現 在 い ら っ し ゃ ら な い と い う こ と で よ ろ し い

ですか。  

○議長（野呂日出男君）  

  佐々木所長。  

○学校給食センター所長（佐々木盛男君）  

  現在六年生に在籍しておりますが、町外の中学校に進学する予定ですので、新年度からは、症状が進行しない限り、今

の調査の時点では四月からはない予定でございます。  

○議長（野呂日出男君）  

  鶴賀谷  貴君。  

○四番（鶴賀谷  貴君）  

  そうすれば、今、小学校六年生には今現在在籍しているので、今現在はそういう……。今、中学校からいなくなると言

った……、小学校まで。ごめんなさい。もう一度お願いします。  

○議長（野呂日出男君）  

  佐々木所長。  

○学校給食センター所長（佐々木盛男君）  

  現在小学校六年生です。卒業して進学先が町外の中学校に進学なさる予定になっていますので、その他の子供たちが病

状が重くならない限りは、四月以降はいないことになります。  
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○議長（野呂日出男君）  

  鶴賀谷  貴君。  

○四番（鶴賀谷  貴君）  

  今現在、そういうエピペンに関する学校とのやりとり、保護者とのやりとりは緊密に行われているということなんです

ね。  

○議長（野呂日出男君）  

  佐々木所長。  

○学校給食センター所長（佐々木盛男君）  

  エピペンは基本的にその患者さんに対して医師が必要であると処方されるわけですから、いろんな症状があってでもエ

ピ ペ ン を 使 う 必 要 が な い と 医 師 が 診 断 を す れ ば エ ピ ペ ン は 処 方 さ れ な い わ け で す 。 実 際 、 病 状 が 進 行 し た り し て エ ピ ペ

ン を 処 方 さ れ た 場 合 に ど う す る か と い う の は 前 も っ て 学 校 の ほ う で 予 備 知 識 と し て 必 要 で あ る と 思 わ れ ま す の で 、 昨 年

の 八 月 、 教 育 講 演 会 を 毎 年 や っ て い る ん で す が 、 そ こ で こ の マ ニ ュ ア ル を 監 修 し て い た だ い た 浪 岡 の 旧 岩 木 病 院 、 今 の

青 森 病 院 の ア レ ル ギ ー 科 の 先 生 に 講 師 に な っ て い た だ き ま し て 、 練 習 用 の も の が あ る ん で す 。 そ れ を 実 際 手 に と っ て 、

模擬という感じで、昨年一回だけ実施しております。  

  以上です。  

○議長（野呂日出男君）  

  鶴賀谷  貴君。  

○四番（鶴賀谷  貴君）  

  先ほど私、登壇でお話しした子供さんも何かそのエピペンを打たなかったのが原因だみたいな報道もされているので、
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そ の エ ピ ペ ン と い う の は 重 症 患 者 に と っ て み れ ば 命 を 守 る も の で す か ら 、 重 要 な 対 策 っ て 必 要 な の か な と 思 っ て お り ま

す。  

  先ほど、昨年作成した食物アレルギーのマニュアルという言葉をいただきましたけれども、それはどういうふうなマニ

ュアルになっているのか、簡単でいいのでちょっとご説明お願いします。  

○議長（野呂日出男君）  

  佐々木所長。  

○学校給食センター所長（佐々木盛男君）  

  今まで各学校でマニュアルがなくてもそれぞれ現場で一番最良と思われる対応をしてきたわけなんですが、やっぱり調

布 の 事 故 が あ っ て か ら 町 と し て 統 一 的 な 対 応 を す べ き と い う こ と で マ ニ ュ ア ル を 作 成 し た わ け な ん で す が 、 中 身 と し て

は 、 学 校 で そ れ ぞ れ 校 長 先 生 の 指 導 の も と 各 先 生 方 に 職 務 別 で 対 応 の 仕 方 、 そ れ か ら 全 職 員 で 共 通 認 識 、 共 通 理 解 が 必

要 で あ る と い う こ と か ら 作 成 し た も の で ご ざ い ま す 。 最 悪 、 シ ョ ッ ク 状 態 が 起 き た 場 合 の 対 応 の フ ロ ー と か 、 そ う い う

ものも載せてございます。  

  以上です。  

○議長（野呂日出男君）  

  鶴賀谷  貴君。  

○四番（鶴賀谷  貴君）  

  文部科学省では、先ほどちょっとお話ししましたけれども、学校給食において食物アレルギーの対応のレベルを公表し

て お り ま す 。 ま ず 、 レ ベ ル 一 と い う の は 、 献 立 表 で 学 校 給 食 の 原 材 料 を 自 治 体 で 公 表 し て い ま す の で 、 要 は そ れ に 基 づ

い て 保 護 者 と か 先 生 方 、 症 状 を 持 っ て い る 子 供 さ ん た ち も 注 意 し て 、 自 分 た ち の 判 断 で 食 べ な か っ た り 食 べ た り す る レ
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ベ ル が 一 で 、 そ れ が ち ょ っ と 可 能 で な い 場 合 は 給 食 を 全 く 食 べ な い で 弁 当 を 持 っ て き て く だ さ い よ と 、 家 庭 で つ く っ た

弁 当 を 持 っ て き て く だ さ い よ と い う レ ベ ル が あ っ て 、 だ ん だ ん レ ベ ル が 高 く な れ ば 先 ほ ど お 話 し し た よ う に エ ピ ペ ン だ

と か と い う 症 状 に な っ て い く ん で す け れ ど も 、 町 長 に お 尋 ね し ま す 。 先 ほ ど も ち ょ っ と 言 い ま し た け れ ど も 、 弘 前 、 青

森 市 、 報 道 で ご 存 じ の と お り 、 学 校 給 食 を 実 施 し て い る 、 こ れ か ら 実 施 す る 自 治 体 に お い て も 食 物 ア レ ル ギ ー に 関 し て

の 施 設 を つ く っ て い る と い う こ と が ご ざ い ま す 。 今 後 、 当 町 に お い て も 食 物 ア レ ル ギ ー で 重 症 な 方 が 入 学 し て き た 場 合 、

今 後 そ う い う ア レ ル ギ ー 対 策 の た め に 給 食 施 設 の こ と を 、 そ の た め に 施 設 を つ く っ て い く と か 、 ち ょ っ と 改 造 し て で も

つくるという、そういった考え方があるのかないのか、お尋ねいたします。  

○議長（野呂日出男君）  

  町長平田博幸君。  

○町長（平田博幸君）  

  まずは、三小学校、それから二中学校、完全に五校、完全給食でございますので、まずは教育委員会学務課、そして給

食 セ ン タ ー 、 そ し て 学 校 、 地 域 と 保 護 者 の 方 々 と 情 報 を 密 に し て 、 軽 症 で あ っ て で も 細 心 の 注 意 を 払 っ て 、 そ う い う 場

合 は 対 応 し て い く と 。 た だ 、 重 度 が ど ん ど ん ふ え て き た 場 合 で は 、 町 独 自 と い う よ り も 、 や っ ぱ り 弘 前 の 定 住 自 立 圏 と

か 、 今 す ご く 機 能 し て ご ざ い ま す の で 、 一 つ 一 つ の 自 治 体 で そ う い う よ う な 施 設 を 設 け る と い う の も な か な か 厳 し い 財

源等もあるので、そうなった場合はいろんな意味で広域で今後に向けて協議していきたいと思っております。  

  以上であります。  

○議長（野呂日出男君）  

  鶴賀谷  貴君。  

○四番（鶴賀谷  貴君）  
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  この学校給食について、最後でございます。  

  毎月、献立のお知らせという形で給食センターから中学校用、小学校用と出されております。保護者及び子供たちもこ

れ 見 る ん で す け れ ど も 、 こ の 機 会 に ぜ ひ ち ょ っ と 今 月 の 三 月 号 の 、 献 立 だ け で は な い ん で す よ 、 こ の 献 立 表 の 中 に 。 最

後 、 下 の と こ ろ に 各 月 な ん で す け れ ど も 、 メ ッ セ ー ジ が 書 か れ て い る ん で す 。 こ の こ と を ち ょ っ と 皆 さ ん に ご 報 告 し た

いと思います。  

  これ中学校用です。三年生の皆さんへ。いよいよ卒業の時期がやってきました。三年生の皆さんにとって、六日が藤中、

七 日 が 明 徳 中 学 校 が 最 後 の 給 食 と な り ま す ね 。 き ょ う は 明 徳 中 学 校 三 年 生 は 最 後 の 給 食 に な る わ け で す ね 。 皆 さ ん の 前

に は す ば ら し い 可 能 性 を 秘 め た 未 来 が あ り ま す 。 時 に は 困 難 に ぶ つ か る こ と も あ る で し ょ う 。 で も 、 ピ ン チ は チ ャ ン ス

と し て 頭 を 切 り か え て 、 前 向 き に 進 ん で ほ し い と 思 い ま す 。 い ざ と い う と き に 物 を 言 う の は 体 力 と 気 力 、 そ し て そ の 基

礎 と な る の は 毎 日 の 食 生 活 で す 。 ど う か 食 べ る こ と を 大 切 に し て く だ さ い 。 そ し て 、 夢 に 向 か っ て 輝 く 未 来 を 切 り 開 い

て い っ て く だ さ い 。 と い う メ ッ セ ー ジ が あ る ん で す ね 。 私 、 こ の 担 当 者 の 人 す ば ら し い と 思 い ま す よ 。 毎 月 苦 労 し て い

る と 思 い ま す け れ ど も 。 で す か ら 、 こ の 献 立 、 確 か に 食 物 ア レ ル ギ ー を 持 っ て い る 保 護 者 や 生 徒 が 真 剣 に 見 て 、 そ の 他

で な い 人 は き ょ う は 何 だ べ な と か と い う 形 で 見 て い る か と 思 い ま す 。 で も 、 こ う い っ た メ ッ セ ー ジ と い う の は す ご く 励

み に な る と 思 い ま す の で 、 ど う か 引 き 続 き 、 こ こ は や っ て い っ て ほ し い な と 。 学 校 給 食 に ち ょ っ と 関 連 し て の 要 望 で ご

ざいますので、受けとめておいていただきたいなと思います。  

  ということで、答弁引き出せという町長の声がありますので、どなたでもよろしいので、ご発言をお願いします。  

○議長（野呂日出男君）  

  学校給食センター所長。  

○学校給食センター所長（佐々木盛男君）  
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  献立もそれぞれ、けの汁ですとか、あと季節で節分のとき豆もつけたり、いろいろ担当のほう工夫しております。今回

議会のほうでお褒めをいただいたということを本人に伝えまして、なお一層の励みにさせたいと思います。  

  以上です。  

○議長（野呂日出男君）  

  鶴賀谷  貴君。  

○四番（鶴賀谷  貴君）  

  藤崎町の学校給食というのは、我々地元にいるとなかなか気がつきませんけれども、非常においしくて栄養が高いとい

う こ と で は 近 隣 で は ち ょ っ と 有 名 な 学 校 給 食 を 実 施 し て い る み た い で す の で 、 引 き 続 き 安 心 安 全 な 給 食 を 提 供 し て い た

だきますことをお願い申し上げます。  

  それでは、りんご共済の補助金についてお尋ねいたします。先ほど加入率三九％弱という形で、件数でいえば二百二十

八 件 と い う こ と が あ り ま し た け れ ど も 、 国 と か 県 と か は 加 入 率 を 、 私 の 記 憶 で い け ば 何 ％ と か と い う 目 標 を 設 定 し て 各

自治体に協力要請していると思うんですけれども、その数値があればお知らせいただきたいと思います。  

○議長（野呂日出男君）  

  農政課長。  

○農政課長（三上正裕君）  

  お答えいたします。  

  県では五〇％を目標にしています。町も同じく五〇％ということで設定してございます。  

  以上でございます。  

○議長（野呂日出男君）  
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  鶴賀谷  貴君。  

○四番（鶴賀谷  貴君）  

  目標は五〇％で、年々補助金を支給しているので上がってきて今三九％と、あと目標に対しては一〇％の差があるとい

うことですので、引き続きその五〇％を目標に努力していただきたいなと思っております。  

  町長の答弁にもありました、平成二十一年度は一〇％の補助率を二十二年度から一五％にして今現在があるということ

で す け れ ど も 、 こ れ は 近 隣 市 町 村 で は 一 律 な ん で す か 。 そ れ と も 、 そ の 自 治 体 に よ っ て 補 助 率 と い う の は 違 っ て き て い

るのか、お尋ねいたします。  

○議長（野呂日出男君）  

  農政課長。  

○農政課長（三上正裕君）  

  お答えいたします。  

  近隣の市町村、ひろさき広域農業共済組合管内ということで報告しますけれども、市町村によっては対応が違います。

ち ょ っ と ご 紹 介 さ せ て い た だ き ま す 。 黒 石 市 、 大 鰐 町 、 田 舎 館 村 、 こ れ が 一 〇 ％ の 助 成 を し て ご ざ い ま す 。 弘 前 市 で は

一 五 ％ 、 そ れ か ら 西 目 屋 村 で は 二 〇 ％ 。 そ れ か ら 平 川 市 、 こ れ は 一 点 方 式 、 二 点 方 式 と い う 方 式 が ご ざ い ま し て 、 三 点

に な れ ば 例 え ば 風 と ひ ょ う と 霜 と か 、 そ う い う の が あ る ん で す け れ ど も 、 そ れ と 総 合 、 そ れ に よ っ て 率 を 変 え て い ま す 。

一 点 で は 一 〇 ％ 助 成 と 、 そ れ か ら 二 点 セ ッ ト の も の に つ い て は 二 〇 ％ 、 そ れ か ら 三 点 も し く は 総 合 に 入 っ た 場 合 は 三

〇 ％ と い う ふ う に し て ご ざ い ま す 。 ち な み に 隣 の 板 柳 町 も 、 こ れ ち ょ っ と は っ き り し た 数 字 は つ か ん で い な い ん で す が 、

平川市と同じような方式でやっていると聞いてございます。  

  以上でございます。  
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○議長（野呂日出男君）  

  鶴賀谷  貴君。  

○四番（鶴賀谷  貴君）  

  そうすれば今、先ほど答弁がありましたその一五％というのは、当町は全部一点、二点、三点関係なくという考え方で

よろしいんですよね。分類をしていなくての一五％助成という形ですね。わかりました。  

  それでは、白子地区の災害、町長もご存じのとおりですけれども、雨降ったといえば冠水する、洪水の常襲地帯という

こ と を 言 わ れ て お り ま す 。 平 成 十 六 年 の 台 風 二 十 一 号 で は 四 千 五 百 七 十 万 円 の 被 害 が あ っ た と い う こ と で ご ざ い ま し た

け れ ど も 、 昨 年 の 十 八 号 の 台 風 も 相 当 な 被 害 が 発 生 し た と 思 わ れ る ん で す け れ ど も 、 昨 年 の 台 風 十 八 号 の 被 害 と い う の

は把握しているものなんですか。  

○議長（野呂日出男君）  

  農政課長。  

○農政課長（三上正裕君）  

  お答えいたします。  

  面積が浸水も含めて約六十町歩あります。それの樹冠浸水、冠水した部分、リンゴそのものの被害ということになりま

す け れ ど も 、 そ れ で 一 億 二 千 六 百 万 円 。 そ れ と 同 時 に 、 水 が 来 た こ と に よ っ て 樹 体 損 傷 も あ っ た と い う こ と で 、 そ れ が

五千万円ほどですから、合わせて一億七千万円というふうな被害金額になってございます。  

  以上でございます。  

○議長（野呂日出男君）  

  鶴賀谷  貴君。  
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○四番（鶴賀谷  貴君）  

  相当な規模の災害があったという、本当にあの現場を見た人から見ればすごい金額になるんだろうなと思ったけれども、

改 め て 一 億 七 千 万 円 と い う 数 字 を 聞 く と 、 非 常 に 大 き な 災 害 だ っ た ん だ な と 思 い ま す 。 こ の 件 に 関 し て は 、 後 で 奈 良 議

員のほうからも一般質問出ているみたいですので、私はここまでにしますけれども。  

  続きまして、町長の答弁で三〇％にしたいという思い、大変喜ばしくて非常に農家の方々に関しては勇気づけられる施

策 だ な と 思 い ま す 。 一 五 ％ の 今 の と こ ろ と 三 〇 ％ に し た い と い う と こ ろ の こ と で い え ば 、 財 政 的 な 裏 づ け は ど の ぐ ら い 、

こ の 加 入 率 の 問 題 も あ り ま す よ ね 。 白 子 地 区 の 全 世 帯 の 方 が 加 入 す る の か と い え ば な か な か 難 し い と 思 い ま す け れ ど も 、

ある程度町では試算していると思いますけれども、町の負担、補助金の負担増はどのぐらい見込んでおりますか。  

○議長（野呂日出男君）  

  農政課長。  

○農政課長（三上正裕君）  

  先ほど言いました白子地区の今回の被害ということで、浸水も含めまして、これ属地なんですけれども、六十町歩あり

ま し た 。 そ の う ち の 約 三 十 町 歩 が 七 〇 ％ 以 上 の 被 害 を 受 け て い ま す 。 と い う こ と は 、 七 〇 ％ 以 上 と い う こ と は ほ と ん ど

一 〇 〇 ％ に 近 い ん で す よ 。 そ の 分 の 三 〇 ％ が 来 年 度 か ら 、 二 十 六 年 度 か ら 共 済 組 合 の ほ う で 対 応 し た 総 合 短 縮 方 式 と い

う の は 一 般 方 式 と ― ― ち ょ っ と そ れ 説 明 し ま す け れ ど も 、 今 ま で あ る 一 般 方 式 と い う の は 七 月 ま で に 加 入 し た 場 合 に 次

年 産 の リ ン ゴ に 対 し て 補 償 の 対 象 に な り ま す よ と い う こ と 。 非 常 に 人 気 が な く て 、 入 っ て も す ぐ 対 象 に な ら な い と い う

こ と で 人 気 が な か っ た ん で す が 、 今 回 新 し い 方 式 に つ い て は 四 月 か ら 収 穫 ま で の 八 カ 月 に 絞 っ た 形 、 つ ま り 短 縮 な ん で

す よ 。 雪 害 を 除 い た 分 と い う こ と で 、 そ の 短 縮 方 式 で ち ょ っ と 試 算 し て み ま す 。 三 十 町 歩 と い う こ と で 、 そ の 中 で も ふ

じ を 想 定 し ま す 。 ふ じ は 一 箱 、 掛 金 で 八 十 一 円 で す 。 総 合 一 般 方 式 は 八 十 五 円 な ん で す け れ ど も 、 短 縮 方 式 は 八 十 一 円
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と 。 三 割 カ ッ ト の 七 割 と い う 形 で 見 ま す と 、 ふ じ で 一 箱 二 千 五 十 円 の 補 償 と い う こ と に な り ま す 。 補 償 の ほ う は い い で

す け れ ど も 、 掛 金 の 三 割 と い う こ と で あ れ ば 、 ま ず 三 十 町 歩 に つ い て 、 農 家 の 方 が さ っ き 言 っ た 八 十 一 円 と し た 場 合 、

そ し て 引 受 数 量 を 十 ア ー ル 当 た り 百 箱 を 想 定 し ま す 。 こ れ は 農 家 の 方 の シ ン コ ウ で 百 五 十 で も い い ん で す け れ ど も 、 一

応 、 共 済 組 合 で 出 し て い る 試 算 と い う の が 百 箱 を 想 定 し て ま ず 農 家 の 方 に 説 明 し て い ま す の で 、 百 箱 で 想 定 し ま す 。 そ

う す る と 、 三 十 町 歩 で す か ら 三 万 箱 に な り ま す 。 三 万 箱 に 一 箱 当 た り 八 十 一 円 を 掛 け る と 二 百 四 十 三 万 円 の 掛 金 総 額 と

い う こ と に な り ま す 。 そ の う ち の 三 〇 ％ を 町 が 助 成 し た 場 合 、 百 七 十 万 円 ち ょ っ と の 負 担 と い う こ と に な り ま す 。 そ の

負担まででいいですか。そういうことになります。  

  以上でございます。  

○議長（野呂日出男君）  

  鶴賀谷  貴君。  

○四番（鶴賀谷  貴君）  

  補助金の補助率を三〇％にすれば、今現在百七十万円の町負担の分がふえるという話を今お聞きしました。  

  それでは、想定できるかできないかというのは別なんですけれども、仮にその三〇％で今の想定で、町がつくった今の

想 定 で 昨 年 の 台 風 十 八 号 、 一 億 七 千 万 円 の 被 害 が あ っ た 台 風 十 八 号 の 規 模 の 被 害 が あ っ た 場 合 、 農 家 の 人 た ち は そ れ に

入っているおかげでどのぐらいのメリットを受けられるのか、シミュレーションがあれば教えてください。  

○議長（野呂日出男君）  

  農政課長。  

○農政課長（三上正裕君）  

  お答えいたします。  
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  一億七千万円については樹体損傷も入りますので、樹冠浸水のリンゴそのものの被害ということであれば一億二千六百

万 円 で す 。 今 回 の そ の 短 縮 方 式 に つ い て は 、 枝 割 れ と か そ う い う の は 対 象 に な ら な い と い う こ と で 、 一 億 二 千 五 百 万 円

に な る 。 そ れ に 対 し て 今 回 百 七 十 万 円 ち ょ っ と の 賦 課 金 と い う こ と に な る わ け で ご ざ い ま す け れ ど も 、 こ こ 三 十 町 歩 で

す の で 三 万 箱 で す 。 そ れ に 対 し て 一 箱 二 千 五 十 円 。 大 体 三 千 円 ぐ ら い を 想 定 し て い る と 思 う ん で す け れ ど も 、 そ の う ち

の 七 割 、 三 割 カ ッ ト で す か ら 七 割 、 二 千 五 十 円 と い う こ と に し ま す と 、 約 六 千 百 五 十 万 円 の 補 償 額 と い い ま す か 、 そ れ

が入ると。一〇〇％被害があった場合ということです。そういうふうになります。  

  以上でございます。  

○議長（野呂日出男君）  

  鶴賀谷  貴君。  

○四番（鶴賀谷  貴君）  

  最後に町長にお尋ねします。  

  当然今の答弁のやりとりの中で、町では補助金を出すので各農家が入る意思がないとなかなか伝わらない部分もありま

す 、 こ れ 。 こ れ は 現 実 あ り ま す 。 一 〇 〇 ％ 町 で 補 助 金 を 出 す の で は な い の で 、 そ こ は あ り ま す 。 そ こ を ど う ク リ ア す る

か と い う の が 非 常 に 難 し い 問 題 も あ り ま す け れ ど も 、 去 年 み た い な あ あ い う 本 当 に 想 像 も つ か な い 災 害 を 目 に す れ ば 、

今 、 答 弁 の や り と り の 中 で も 町 で も 協 力 す る ん だ と 、 で す か ら 農 家 の 人 た ち も 加 入 し て く れ と 、 こ う い う 災 害 あ っ た と

き は 対 象 に な れ ば こ う い う ふ う に な る ん だ と い う こ と も 説 明 し な が ら 、 加 入 の 増 進 に 努 め て い た だ き た い な と 思 っ て お

ります。  

  岩木川の中流部というのは、町長もう議員時代からご存じだと思います。あそこが災害が多く発生するので、災害があ

れ ば 、 あ そ こ で 栽 培 し て る は ん で 当 た り 前 だ ね と い う 意 見 も あ り ま す 。 そ の と き 、 私 は こ う 言 う ん で す よ 。 じ ゃ あ 地 震
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が 多 い と こ ろ に 家 建 て た 人 、 地 震 で 災 害 あ れ ば 当 た り 前 だ と 言 う ん だ が と 。 私 は こ う 言 い ま す 。 あ そ こ の 地 域 は 昔 か ら

災 害 あ っ た の は 、 私 も 藤 崎 に 来 て 勉 強 し て わ か り ま し た 。 だ け れ ど も 、 こ こ 近 年 は 非 常 に ゲ リ ラ 的 豪 雨 、 異 常 気 象 で 、

災 害 の 頻 度 が 非 常 に 多 い 地 域 な ん で す よ 。 昔 は そ う で も な か っ た ん で す よ 。 災 害 あ っ て も 。 と い う の も 、 私 自 身 も 農 家

の方々とお話ししながら、いろんなお話聞いた中で私自身もそういうふうに思います。  

  ですので、今回私が言いたいのは、そこが危険率が多いから、なかなか掛金も高くて入れない農家の人たちが最終的に

災 害 が あ っ た と き 非 常 に 苦 労 し て い る 。 こ れ 行 政 も そ う だ と 思 い ま す 。 や っ ぱ り 行 政 も 災 害 が あ っ た と き に は 、 非 常 に

多 額 の い ろ ん な 援 助 を す る 資 金 も か か り ま す 。 で す か ら 、 そ れ を 何 と か 農 家 の 方 た ち も よ く 行 政 も よ く っ て せ ば 、 や っ

ぱ り 災 害 が あ っ た と き の 共 済 の 加 入 率 を 高 め て い く こ と が 非 常 に 大 切 だ と 思 っ て お り ま す 。 そ う い っ た 意 味 に お い て 、

今 回 、 補 助 の 助 成 を 三 〇 ％ に す る と い う こ と は 、 非 常 に 町 長 の あ そ こ の 地 域 に 対 す る 思 い が あ っ た と 思 い ま す 。 で す の

で 、 今 後 そ れ も 含 め て 、 あ の 岩 木 川 中 流 部 、 白 子 地 区 の 整 備 を ど う い う ふ う に 町 長 は 考 え て い る の か を お 尋 ね し た い と

思っております。  

○議長（野呂日出男君）  

  町長平田博幸君。  

○町長（平田博幸君）  

  まず、果樹共済についてのお話をちょっとして、総体的な話をしたいと思っております。  

  残念ながら、昨年の一晩で二百ミリを超える台風によるゲリラ豪雨、これによって我が町の平川、そして岩木川の合流

地 点 、 白 子 地 区 が 相 当 ダ メ ー ジ を 受 け ま し た 。 議 員 の 皆 さ ん も 早 速 あ の 現 地 に 入 っ て 、 議 長 初 め 常 任 委 員 長 か ら 要 望 書

も い た だ き ま し て 、 ま た 役 場 職 員 も 皆 さ ん わ か っ て い る と お り 九 月 十 八 日 か ら 約 二 週 間 、 二 十 五 人 体 制 で 瓦 れ き の 撤 去

に も 当 た り ま し た 。 そ の 際 、 私 が 農 政 課 初 め 担 当 課 に 言 っ た こ と は 、 こ こ は ま さ し く 常 襲 地 帯 だ か ら 、 あ る 意 味 で は 車
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の 任 意 加 入 の 保 険 と 同 じ く 、 農 家 の 方 が 果 樹 共 済 に 入 り や す い シ ス テ ム を も う 構 築 す る よ う に 検 討 し な さ い と い う こ と

で 今 回 の 短 期 の 総 合 式 、 三 割 の 助 成 と い う よ う な 形 に な っ た と こ ろ で ご ざ い ま す 。 た だ 、 相 当 ダ メ ー ジ も 受 け て い ま す

の で 、 果 た し て こ と し か ら 掛 金 七 割 自 己 負 担 で ご ざ い ま す の で 、 そ の 辺 は 農 家 独 自 の 判 断 も あ り ま す 。 た だ 、 行 政 と い

た し ま し て は 、 万 が 一 の た め に 加 入 促 進 の た め に は 共 済 組 合 等 と 連 携 し な が ら 今 後 も 続 け て い き た い と 思 っ て お り ま す 。  

  さて、今度は総体的な常襲地帯をどう解消するかということでございます。これは、前も台風被害あってからも関係す

る 国 土 交 通 省 あ る い は 県 の 整 備 部 に 私 初 め 近 隣 市 町 村 も 相 伴 っ て 、 あ る 意 味 で 合 同 陳 情 も 何 回 と な く し ま し た 。 も ち ろ

ん 本 省 の ほ う ま で 行 っ て 、 国 土 交 通 省 、 農 水 省 の ほ う に ま で 行 っ て い ろ い ろ 要 望 し て き た と こ ろ で ご ざ い ま す 。 ま ず は

我 が 町 の こ と だ け 考 え る と 、 ど う い う 水 害 に も 対 応 で き る 築 堤 を し て く だ さ い と い う の が 簡 単 で あ る と 思 い ま す け れ ど

も 、 ま ず は 上 流 か ら 下 流 ま で の 全 て の 市 町 村 の こ と を 総 合 的 に 考 え て 河 川 の 改 修 工 事 や ら は 考 え て い か な け れ ば な ら な

い と い う こ と で ご ざ い ま す 。 で す か ら 、 私 が そ の 機 関 に よ く 言 っ て い る こ と は 、 ま ず は 津 軽 ダ ム の 早 期 完 成 、 こ れ は 広

域 で 求 め て い ま す 。 そ れ か ら 、 河 道 掘 削 、 樹 木 伐 採 、 こ れ で も 相 当 防 げ る と い う よ う な 話 も し て い ま す の で 、 ま ず 見 た

形 で 樹 木 が 相 当 生 い 茂 っ て い る と こ ろ は 河 道 掘 削 、 樹 木 も 次 年 度 か ら 、 あ る い は 前 か ら や っ て い ま す け れ ど も 、 総 合 的

に 上 流 部 か ら 下 流 部 ま で や っ て く だ さ い よ と い う 話 も し て い ま す 。 た だ 、 こ の 築 堤 に 関 し て は 、 や っ ぱ り 国 交 省 も 農 水

省 も 民 家 あ る と こ ろ 優 先 で ご ざ い ま す 。 残 念 な が ら 対 岸 の 弘 前 の 大 川 地 区 は 民 家 が あ り な が ら も 築 堤 が な い と い う こ と

で 、 昨 年 の 秋 、 緊 急 な 対 処 は し ま し た け れ ど も 、 こ れ か ら 本 格 工 事 に 入 る と 思 い ま す 。 あ ら ゆ る 機 会 を 見 て 、 自 然 の 恵

み を 受 け て や っ て い る 我 々 人 間 、 農 家 の 方 々 、 あ る い は 時 に は 人 類 を 襲 う よ う な 自 然 災 害 も あ り ま す の で 、 そ の 災 害 が

な い こ と を 祈 り な が ら 、 あ っ た と き に 最 小 限 の 被 害 に と ど め る よ う な 形 で 、 こ れ は 町 の 町 長 と し て 、 あ る い は 近 隣 市 町

村ともスクラム組んで、機会あるたびに県、国にまた働きかけていきたいと思っております。  

  以上です。  
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○議長（野呂日出男君）  

  鶴賀谷  貴君。  

○四番（鶴賀谷  貴君）  

  最後にいろいろな、町長から前向きな答弁もいただきました。引き続きこの岩木川中流部、町長も農家ですから、災害

が あ っ た と き の 苦 し み や 悩 み と か と い う の は も う 体 験 し て い る こ と だ と 思 い ま す 。 そ う い っ た 意 味 に お い て 、 昨 年 の 台

風 で 農 家 を や め る 方 が 出 な い よ う な 、 今 苦 し い け れ ど も 町 で も こ う い う ふ う に 支 援 し て も ら っ て い る の で 、 も う 一 回 頑

張 る べ と い う 、 そ う い っ た 農 家 の 方 が 一 人 で も い る よ う に 、 一 人 で も 多 く 、 ま た こ れ か ら 代 が か わ っ て で も 頑 張 っ て い

く べ と い う 、 そ う い う 前 向 き な 農 家 が い て も ら え る よ う な 施 策 を し て い っ て ほ し い な と 思 っ て 、 強 く 要 望 し て 私 の 質 問

を終わります。  

○議長（野呂日出男君）  

  これで四番鶴賀谷  貴君の一般質問は終了いたしました。  

  次に、一番奈良完治君に一般質問を許します。  

  一番奈良完治君。  

〔一番  奈良完治君  登壇〕  

○一番（奈良完治君）  

  議席ナンバー一番奈良完治です。  

  ただいま議長のお許しをいただきましたので、平成二十六年最初の町政に対する一般質問をさせていただきます。  

  さて、平成二十六年初頭は三年続きの低温豪雪に見舞われることなく、二月末現在で昨年の積雪の半分ぐらいと、非常

に 過 ご し や す い 冬 を 過 ご し て い た の で は な い か と 思 っ て い ま す 。 一 昨 年 、 昨 年 と 除 雪 の 苦 情 を 寄 せ ら れ た 建 設 課 の 職 員
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の 方 々 、 ま た 町 長 も 本 年 は 精 神 的 に も 非 常 に よ い 年 の よ う に 思 わ れ て い る の で は な い で し ょ う か 。 願 わ く は 本 年 の よ う

な冬が続いてほしいものです。  

  さて、平成二十五年の振り返りについては、昨年の十二月定例会である程度お話しいたしましたが、当町にとって明る

い 話 題 、 ま た 暗 い 事 例 が あ っ た よ う に 思 い ま す 。 明 る い 話 題 の 代 表 は 、 本 年 も 開 催 予 定 の 梅 沢 富 美 男 さ ん の 講 演 、 ふ じ

ワ ン グ ラ ン プ リ 、 青 森 ね ぶ た へ の 参 加 、 そ し て 秋 ま つ り の 大 成 功 で あ っ た よ う に 思 い ま す 。 ま た 、 暗 い 事 例 と し て は 、

何 と い っ て も 九 月 十 六 日 に 来 襲 し た 台 風 十 八 号 で す 。 日 本 各 地 に 大 被 害 を も た ら し 、 青 森 県 全 域 、 そ し て 当 町 で も 白 子

地区を中心としたリンゴ園が多大な被害を受けたことは記憶に新しいところであります。  

  さて、そこで質問をさせていただきます。災害は未然に防ぐことが一番重要ですが、起こってしまった場合の処置、処

理 、 つ ま り 対 処 、 再 生 を さ せ て い く こ と も 重 用 で あ り ま す 。 そ こ で 、 町 と し て の 被 災 農 家 に 対 す る 農 業 災 害 対 策 事 業 の

実行状況を五点ほどお尋ねいたします。  

  一つ目は、樹冠浸水りんご園地特別防除対策の実施状況。  

  二つ目は、被災りんご園防除用薬剤費緊急助成の実施状況。  

  三つ目は、被災りんご園再生産支援助成の実施状況。  

  四つ目は、被災りんご園補植苗木等購入助成の実施状況。  

  五つ目は、被災りんご園資材及び機械復旧費助成の実施状況。  

  以上の五項目を具体的にお知らせください。  

  被害に遭われた農家の方々に改めてお見舞いの言葉をおかけすると同時に、何とか行政のアフターケアの中で意欲を失

うことなく、力強い前進を願うものであります。  

  そして、もう一つの質問は、社会資本整備事業の消融雪溝についてです。  
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  よく消融雪溝は雪の置き場のない市街地に必要で、土地の広い農村部では整備が不必要と、間違った認識を持っている

方 々 が い ら っ し ゃ る よ う で す が 、 消 融 雪 溝 は 道 路 の 雪 を 捨 て る の が 基 本 で 、 敷 地 内 の 雪 捨 て は 二 次 的 要 素 と い う こ と が

一 般 的 な 常 識 で す 。 私 の 地 元 、 中 野 目 町 内 、 そ し て ほ か の 町 内 を 見 渡 し て も 、 国 道 、 県 道 は あ る 程 度 道 路 幅 も 広 く 、 機

械 除 雪 で も 機 能 を 果 た し て い ま す 。 し か し 、 一 歩 脇 道 、 町 道 へ 入 る と 、 道 路 幅 も 狭 く 、 除 雪 し て も 車 が 一 台 や っ と と い

う場所が多数存在しています。ゆえに、町民の多くが設置を望んでいる事業なのです。  

  藤崎町総合計画基本計画の中でも、アンケート調査でも基盤分野において不満足度、最大マイナス五ポイントの中での

マ イ ナ ス 三 ・ 〇 三 と い う 、 ほ か に 類 の な い 断 ト ツ の 悪 い 数 値 が 出 て い ま す 。 弘 前 市 の ス マ ー ト シ テ ィ を ま ね る わ け で は

あ り ま せ ん が 、 国 は 水 素 発 電 事 業 を 、 藤 崎 町 は 上 下 水 道 事 業 が 一 段 落 し て い る 今 こ そ 進 め る べ き 事 業 と 確 信 し て い ま す 。  

  そこで、現状について四項目ほど質問させていただきます。  

  一つ目は、今現在の消融雪溝の整備地区名と水源ポンプ設備などの数について。  

  二つ目は、性能どおりの機能を果たしているか、水量などの苦情はないか。  

  三つ目は、ポンプのランニングコストと設備などの修繕費用は年間どのぐらいなのか。  

  そして最後に、今年度からの整備計画をお尋ねいたしまして、壇上からの質問を終わらせていただきます。  

○議長（野呂日出男君）  

  一番奈良完治君の一般質問に対する答弁を求めます。  

  町長平田博幸君。  

〔町長  平田博幸君  登壇〕  

○町長（平田博幸君）  

  早速、奈良完治議員の一般質問にお答えいたします。  
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  初めに、災害対策についてのイの台風十八号災害の被災農家の救済策についての樹冠浸水りんご園地特別防除対策の実

施状況についてでありますが、対象者は六十一件中十八件の申請となっております。  

  次に、被災りんご園防除用薬剤費緊急助成の実施状況についてでありますが、対象者六十一件中五十四件の申請となっ

ております。  

  次に、被災りんご園再生産支援助成の実施状況についてでありますが、対象者二十九件中二十三件の申請となっており

ます。  

  次に、被災りんご園補植苗木等購入助成の実施状況についてでありますが、対象者が三十八件中七件の申請となってお

ります。  

  次に、被災りんご園資材及び機械復旧費助成の実施状況についてでありますが、資材助成につきましては対象者三十七

件中八件、機械助成につきましては対象者二十七件中十二件の申請となっております。  

  いずれも二月末現在の実績でございまして、まだまだその救済に申請していない農家もありますので、今後とも農政課

を中心に働きかけたいと思っております。  

  次に、社会資本整備についてのイの消融雪溝についての消融雪溝の整備地区名と水源ポンプ設備等の数についてにお答

えいたします。  

  藤崎町では、藤崎地区、常盤地区、富柳地区、常盤ニュータウン地区、亀田地区の五地区が整備済みであり、現在、柏

木 堰 地 区 で も 整 備 が 進 ん で お り ま す 。 ま た 、 水 源 ポ ン プ の 数 は 、 藤 崎 地 区 が 十 二 カ 所 、 常 盤 地 区 が 二 カ 所 、 そ の 他 が 各

一カ所で、計十七カ所であります。  

  次に、性能どおりに機能は果たしているか、水量等の苦情はないかについてでありますが、ご質問にあった性能確認の

た め 、 昨 年 、 消 融 雪 溝 用 井 戸 ポ ン プ の 保 守 点 検 を 実 施 し た と こ ろ 、 藤 崎 地 区 の 表 町 及 び 本 町 は ポ ン プ の 交 換 、 曲 新 田 は
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井戸本体の改善が必要と判断されたことにより、新年度において改修を実施する検討をしてまいります。  

  次に、ポンプのランニングコストと設備等の修繕費用は年間どのぐらいかについてでありますが、豪雪だった平成二十

四 年 度 の ポ ン プ 運 転 の た め の 電 気 料 金 が 約 五 百 三 十 万 円 、 平 成 二 十 五 年 度 は 推 計 で 約 四 百 三 十 万 円 程 度 を 見 込 ん で お り 、

降 雪 量 に 大 き な 違 い は な く 推 移 し て お り ま す 。 ま た 、 年 間 の 修 繕 費 用 で す が 、 決 ま っ た 修 繕 と い う も の は な く 、 大 規 模

修 繕 と し て は 平 成 二 十 二 年 度 に 下 袋 の ポ ン プ 場 漏 水 に よ る 破 損 修 繕 で 百 五 十 万 円 、 木 挽 町 の 井 戸 本 体 破 損 に よ る 修 繕 で

百万円の二件の事例が発生しております。  

  次に、今年度からの整備計画はについてお答えいたします。冒頭申し上げましたとおり、現在、柏木堰地区において整

備 中 で ご ざ い ま す が 、 こ の 地 域 の 整 備 は 平 成 二 十 七 年 度 の 完 成 を 目 標 に し て 事 業 を 進 め て ま い り ま す 。 ま た 、 本 来 、 平

成 二 十 五 年 度 よ り 実 施 予 定 で あ り ま し た が 、 補 助 金 の 減 額 に よ り 一 年 繰 り 延 べ と な っ て い る 矢 沢 、 小 畑 、 中 島 地 区 の 全

体 の 基 本 設 計 と 藤 崎 小 学 校 通 り の 村 井 白 子 線 の 歩 道 整 備 を 兼 ね た 実 施 設 計 を 行 い 、 本 格 的 な 工 事 着 工 に 向 け て 鋭 意 準 備

してまいりたいと思っております。  

  以上、奈良議員の質問に対する登壇での答弁といたします。  

○議長（野呂日出男君）  

  一番奈良完治君の一般質問に対する答弁が終わりました。  

  これより一番奈良完治君に再質問を許します。  

  一番奈良完治君。  

○一番（奈良完治君）  

  それこそ補正、予算絡みでの資料の中での話、それからあともう一つは、これ先ほど町長おっしゃいましたけれども、

三 月 末 ま で の た し か 事 業 と い え ば 変 で す け れ ど も 、 期 間 を 設 け て い る は ず な ん で す け れ ど も 、 対 象 の 面 積 が 変 わ っ た か
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どうか、この二点お聞きしたいんですけれども。  

○議長（野呂日出男君）  

  農政課長。  

○農政課長（三上正裕君）  

  お答えいたします。  

  期間は二十五年度ですから三月末までと、いっぱいということにしてございます。  

  それから、対象の面積については実質一人分が減ってございますので、若干減ってございます。  

  以上でございます。  

○議長（野呂日出男君）  

  奈良完治君。  

○一番（奈良完治君）  

  例えば樹冠浸水りんご園地特別防除対策事業なんですけれども、例えば腐らん病の防除剤とか塗布剤、野ネズミ殺鼠剤、

忌 避 剤 、 こ う い う ふ う に 細 か く た し か 説 明 あ っ た わ け で す け れ ど も 、 き ょ う 三 月 七 日 で す の で 、 全 て の 数 値 は つ か ん で

は い な い と 思 う ん で す け れ ど も 、 六 十 一 件 中 十 八 件 と い う の は ち ょ っ と 少 な い よ う な 気 が す る ん で す け れ ど も 、 そ の 辺

何か原因があるかお知らせください。  

○議長（野呂日出男君）  

  農政課長。  

○農政課長（三上正裕君）  

  お答えいたします。  
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  今の一番最初の樹冠浸水特別防除対策事業のことなんですが、これは県単事業でございます。ちょっと中身を説明いた

し ま す と 、 共 防 連 が 事 業 主 体 と い う こ と で 三 分 の 二 助 成 、 た だ 、 そ の 内 容 が 腐 ら ん 病 の 防 除 、 そ れ か ら 塗 布 剤 、 切 り 口

の 折 れ た と こ ろ か ら 病 気 入 れ ば だ め な の で 、 そ れ に 対 す る 塗 布 剤 、 そ れ か ら ネ ズ ミ の 殺 鼠 剤 、 そ れ か ら 忌 避 剤 、 こ れ ら

が 対 象 に な り ま す 。 二 十 五 年 度 中 に 実 施 す る と い う よ う な 事 業 で ご ざ い ま し て 、 非 常 に そ こ の 白 子 地 区 に は 個 人 も あ り

ま す け れ ど も 、 ほ と ん ど が 共 防 な ん で す け れ ど も 、 農 薬 関 係 に つ い て は ほ と ん ど が 共 防 単 位 で や っ て い ま す 。 今 回 、 そ

う い う 二 十 五 年 度 中 に 実 施 す る と い う こ と の 使 い に く い 、 大 変 申 し わ け な い ん で す け れ ど も 、 県 で せ っ か く 予 算 化 し て

く れ た 事 業 な ん で す が 、 非 常 に 人 気 が な い と い う こ と で 、 主 に 今 の 六 十 一 件 中 の 十 八 件 と い う の が 個 人 が 多 い で す 。 仮

に 共 防 に 入 っ て い て も 、 共 防 で の 申 請 と い う の は し て い な い と 。 つ ま り 、 各 共 防 か ら 上 が っ て き た の を 共 防 連 が ま と め

て 申 請 す る ん で す が 、 そ こ に 上 げ る 、 申 請 す る 段 階 で 共 防 単 位 で の 申 請 は な か っ た と い う こ と で す 。 と い う の は 、 全 部

で な く て 希 望 を と っ た 結 果 が 例 え ば 一 人 と か 二 人 と か 、 そ う い う こ と で す の で 、 全 て 個 人 で 申 請 し て い る と 。 共 防 の 中

に つ い て は や は り そ こ の 部 分 に 使 う 、 例 え ば 腐 ら ん 病 の ベ フ ラ ン で あ っ て も 、 そ れ を 秋 に 散 布 す る な ん て ち ょ っ と で き

な い と い う こ と で す 。 後 で 県 の ほ う か ら 一 応 購 入 ま で を 想 定 し て い る と い う 話 で し た け れ ど も 、 共 防 に な れ ば や っ ぱ り

薬 屋 さ ん が ま と め て と る と い う か 、 そ れ だ け 別 個 に す る と い う こ と も で き な い も の で す か ら 、 非 常 に や り に く い と い う

話、使いにくいという話は聞いていました。そういう状況で十八件しか来なかったということでございます。  

  以上です。  

○議長（野呂日出男君）  

  奈良完治君。  

○一番（奈良完治君）  

  極端にしゃべれば、これ非常に使いづらい、それから実質的にも間に合わなかったといえば変ですけれども、そういう
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考えでよろしいですね。  

  二番目の被災りんご園防除用薬剤費緊急助成ですけれども、これはやっぱり数値がかなり高いということは昨年度かけ

たやつの使った分の補助ということですので、わかりやすく高いということで理解してよろしいですか。  

○議長（野呂日出男君）  

  農政課長。  

○農政課長（三上正裕君）  

  今のご質問、二番目のりんご園防除用薬剤費緊急助成ということで、この内容は多分ご存じかと思いますけれども、一

応 基 準 が 五 万 円 で す 。 そ の う ち の 半 分 を 基 準 に し て 、 そ の 被 害 程 度 に 応 じ て 助 成 し ま す と い う こ と の 内 容 で ご ざ い ま す 。

こ れ に つ き ま し て は 、 一 応 六 十 一 件 中 の 五 十 四 件 と 、 あ と 七 名 の 方 は ま だ 来 て い な い と い う こ と な ん で す が 、 こ れ は あ

く ま で も 二 月 末 現 在 で あ っ て 、 そ の 後 も 来 て ご ざ い ま す 。 き の う も お 見 え に な っ て い る と い う 状 況 で ご ざ い ま し た の で 、

今 後 あ と わ ず か し か な い ん で す け れ ど も 、 本 人 と も 連 絡 も と っ て い ま す の で 、 何 と か せ っ か く 町 で 予 算 化 し た い い 事 業

ですので、何とか一〇〇％来るように農家の方には働きかけて、連絡をとっていくということでございます。  

  三番目はよろしいですかね。これも同じような状況でございます。今、話すればよかったんですが、二番、三番とも同

じ 状 況 で す 。 こ れ に つ い て も 同 じ 二 万 五 千 円 と い う こ と で 、 次 年 度 の 再 生 産 に か か わ る 部 分 に つ い て の 助 成 と い う こ と

と 、 樹 体 損 傷 が 高 か っ た こ と に 対 す る 苗 木 の 助 成 と い う こ と で 、 こ れ も 特 別 被 害 が 多 い 方 で す の で 、 二 十 九 名 が 対 象 と

い う こ と で 、 二 十 三 件 の 方 が 来 て い ま す 。 あ と 六 名 の 方 は ま だ 入 っ て い な い と い う こ と で 、 状 況 は 同 じ で す 。 ま だ こ れ

か ら も 来 て い ま す し 、 特 に 被 害 の 大 き か っ た 方 に つ い て は や は り 早 々 と 申 請 の ほ う を 済 ま せ て い る と い う 状 況 で ご ざ い

ます。  

  もう一つ、ただ被害があったから町で補助金出しますということではないということです。一つ、やっぱり証拠書類、
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例 え ば 薬 剤 費 に つ い て も 実 際 こ れ だ け か か り ま し た よ と い う 、 そ の 証 拠 書 類 、 請 求 来 ま し た よ と い う 書 類 を や っ ぱ り こ

ち ら で は と っ て い ま す 。 そ れ を 早 く 共 防 の ほ う で 出 し た 方 に つ い て は 早 々 来 て い ま す が 、 ま だ 計 算 し て い な い と い う と

ころもあったりしましたので、それで早くなったり遅くなったりということがありました。  

  以上でございます。  

○議長（野呂日出男君）  

  奈良完治君。  

○一番（奈良完治君）  

  今、課長のほうから丁寧な説明があったんですけれども、三番の被災りんご園再生産支援助成と、それから四番目の被

災 り ん ご 園 補 植 苗 木 等 購 入 助 成 事 業 な ん で す け れ ど も 、 三 番 目 の 被 災 り ん ご 園 再 生 産 支 援 助 成 に も 補 植 の 事 業 が あ る ん

ですけれども、この辺の分け方というのはどのようにやっているわけですか。  

○議長（野呂日出男君）  

  農政課長。  

○農政課長（三上正裕君）  

  お答えいたします。  

  まず先に、四番のほうの苗木等の購入に関するということで、これは苗木が例えば今水害で流されたとか倒木したとか、

再 生 で き な い も の に つ い て は そ の う ち の 二 千 百 円 を 想 定 し て い ま す け れ ど も 、 そ の う ち の 三 分 の 二 を 助 成 し ま す と い う

ことです。これは被害を受けた全員が対象になります。  

  三番のほうに戻ります。三番の再生産支援助成というのは被害程度が非常に高い方、例えばリンゴだけでなくて、その

方 が 一 年 間 に 得 る 、 例 え ば そ こ だ け で な く て ほ か の ほ う に も リ ン ゴ 園 が あ る と い う こ と で あ れ ば 、 そ っ ち が あ り ま す の
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で 、 そ う い う 方 は 五 〇 ％ に 満 た な い も の に つ い て は 対 象 に な り ま せ ん 。 全 体 で の 収 入 で 五 〇 ％ 以 上 の 被 害 が あ る 方 と い

う こ と で 、 そ う い う 被 害 の 大 き い 方 を 対 象 に し て い ま す 。 先 ほ ど の 再 生 産 で 苗 木 の ほ う で 三 分 の 二 助 成 し て い ま す が 、

こ こ で そ の 二 千 百 円 の 分 の あ と 残 り の 三 分 の 一 を 助 成 す る と 。 と い う こ と は 、 被 害 程 度 の 強 い 方 に つ い て は 、 す ご い 事

業なんですけれども、一〇〇％で何とかすぐ再生できるような形での支援ということで行っているものでございます。  

  以上でございます。  

○議長（野呂日出男君）  

  奈良完治君。  

○一番（奈良完治君）  

  その三番目の被災りんご園再生産支援助成というものなんですけれども、これは減収割合に対してということで理解し

て 、 そ の 次 の 被 災 り ん ご 園 補 植 苗 木 等 購 入 助 成 に 関 し て は 対 象 が 広 く 全 員 で す と い う こ と で 理 解 し て い い か と 思 う ん で

す け れ ど も 、 た だ 、 そ の 中 で 三 十 八 件 中 七 件 し か ま だ 二 月 中 で 、 こ れ は 三 月 末 に な れ ば ま た 違 う と 思 う ん で す け れ ど も 、

こ の 補 植 の ほ う 、 こ こ 一 番 使 わ れ て ほ し い と こ ろ な ん で す け れ ど も 、 そ の 辺 の 流 れ 、 今 の と こ ろ ど う い う も の で し ょ う

か。  

○議長（野呂日出男君）  

  農政課長。  

○農政課長（三上正裕君）  

  現在まだ七件しか来ていないわけですが、これは一つには苗木がないと。というのは、二十三年、二十四年の雪害、そ

し て ま た そ れ に 二 十 五 年 の 水 害 と い う こ と で 、 苗 木 屋 さ ん の ほ う で 苗 の 供 給 が で き な い と い う こ と で 、 今 年 度 そ の 方 々

を 救 っ て あ げ な け れ ば だ め だ と い う こ と で 、 一 部 ど う し て も 本 人 の 希 望 で 、 中 に は 被 害 が 小 さ く て 、 ま あ 仕 方 な い 、 我
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慢 す る と い う 人 も 確 か に あ る ん で す よ 。 た だ 、 被 害 の 大 き い 方 に つ い て は そ う も い か な い と い う こ と で 、 そ の 方 々 の 要

望 も 受 け ま し て 、 繰 り 越 し し て 二 十 六 年 度 に そ の 予 算 を 一 部 繰 り 越 し す る と 、 そ し て 対 応 す る と い う も の が 含 ま れ て い

ま す 。 な の で 、 実 質 そ れ を や る と も う 少 し 被 害 の 大 き い 方 に つ い て は 解 消 す る し 、 件 数 も ふ え る と 。 そ れ と 同 時 に 、 実

際 苗 木 が あ っ て も ま だ 申 請 に 来 て い な い 方 も 確 か に お ら れ る よ う で す の で 、 そ れ ら に つ い て は 今 後 も ま だ 今 月 い っ ぱ い

あ り ま す の で 、 本 人 に 連 絡 を と っ て 、 ぜ ひ 買 っ た の で あ れ ば そ の 書 類 、 納 品 書 な り 請 求 書 な り 持 っ て 来 て い た だ く よ う

に連絡をとりながら進めていきたいと考えてございます。  

  以上でございます。  

○議長（野呂日出男君）  

  奈良完治君。  

○一番（奈良完治君）  

  そういう市場のほうに苗木がないという、そういう事情とかあるのであれば、言葉は悪いですけれども、ストックして

お い て 、 も う ち ょ っ と 延 ば す と か 、 そ う い う ふ う な 手 を 使 っ て 、 何 と か こ の 補 植 の ほ う の 事 業 を 何 と か 成 功 さ せ て い た

だきたいと思います。  

  あと五番目の被災りんご園資材の復旧費助成、これ単純に一万円だと思うんですけれども、それから機械の復旧費の助

成 、 先 ほ ど 町 長 の 答 弁 で 二 十 七 件 中 十 二 件 、 三 十 七 件 中 八 件 と あ る ん で す け れ ど も 、 こ れ は 物 品 一 つ 一 つ で は な く 、 そ

のうち一件というふうに考えてよろしいんですね。  

○議長（野呂日出男君）  

  農政課長。  

○農政課長（三上正裕君）  
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  お答えいたします。  

  この事業については、物品一つ一つではございません。そこの被害を受けた農家の方一軒が対象です。資材については

そ こ で 三 万 円 以 上 の も の 、 機 械 の ほ う の 修 理 に つ い て は 三 十 万 円 以 上 で 最 高 で 十 万 円 助 成 と い う こ と で 、 そ れ 一 件 限 り

で す 。 例 え ば 二 台 機 械 あ っ て 、 二 台 や っ た か ら 六 十 万 円 に な る か と い う と そ う で な く て 、 ま ず 各 一 軒 、 一 番 修 理 代 が か

かるものと、それを一件だけ対象にしているということでございます。  

  以上でございます。  

○議長（野呂日出男君）  

  奈良完治君。  

○一番（奈良完治君）  

  先ほど鶴賀谷議員のほうからも果樹共済のお話があったわけですけれども、これ例えばの話なんですけれども、単純で

す よ 、 単 純 に 一 ヘ ク タ ー ル 大 体 十 万 、 風 と ひ ょ う で 。 単 純 な 話 で す よ 、 こ れ 。 別 に 十 一 万 何 ぼ か か る と か 十 二 万 か か る

と か の 話 で な く て 、 十 万 と い う こ と は 、 私 、 前 に 聞 い た の は 大 体 総 合 に 入 る と 倍 だ よ と 、 通 常 の 。 と い う こ と は 二 十 万 。

そ の 中 で 十 万 円 に 対 す る 一 五 ％ 、 一 万 五 千 円 で す よ ね 。 同 じ 一 ヘ ク タ ー ル で あ れ ば 二 十 万 に 対 し て の 三 〇 ％ と い う と 六

万 円 。 そ う な る と 一 般 の ほ う で 持 ち 出 し が 八 ・ 五 万 円 。 果 樹 共 済 で も 特 別 な や つ は 十 四 万 円 。 先 ほ ど 町 長 も お っ し ゃ っ

て い ま し た け れ ど も 、 被 害 を 受 け た す ぐ の 状 況 の 中 で 入 っ て い く の は か な り 難 し い と 思 う ん で す け れ ど も 、 そ の 辺 は 何

と か 町 の ほ う で 理 解 し て も ら う よ う に し て 、 な る べ く 収 入 ゼ ロ と い う こ と を 避 け て い か な く ち ゃ い け な い と 思 い ま す の

で 、 そ の 辺 強 く 足 を 運 ん で い た だ い て 、 加 入 率 を 高 め て い た だ く こ と を お 願 い し て 、 こ の 質 問 は 終 わ ら せ て い た だ き ま

す。  

  質問の社会資本整備についてなんですけれども、先ほどちょっと書き足りなかったかもわからないんですけれども、藤
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崎 地 区 、 常 盤 地 区 、 富 柳 、 常 盤 、 亀 田 、 そ れ に 柏 木 堰 入 れ て 六 地 区 と い う ふ う に た し か さ っ き お 答 え い た だ い た ん で す

け れ ど も 、 単 純 な 話 、 水 源 ポ ン プ の 数 で 藤 崎 で 十 二 カ 所 あ っ て 常 盤 に 二 カ 所 あ っ て 、 あ と 一 カ 所 ど こ に あ る っ て ば 、 十

二 足 す 二 足 す 一 で 十 三 台 と い う ポ ン プ の 数 字 に な る ん で す け れ ど も 、 こ れ は 二 台 つ い て い る と こ ろ が あ る と い う こ と で

理解してよろしいですか。  

○議長（野呂日出男君）  

  建設課長。  

○建設課長（対馬猛清君）  

  お答えします。  

  この水源ポンプの数は藤崎地区が十二カ所、常盤地区が二カ所、あと富柳地区、常盤ニュータウン地区、亀田地区が各

一カ所でございます。それで十七です。  

  以上です。  

○議長（野呂日出男君）  

  奈良完治君。  

○一番（奈良完治君）  

  私ちょっと頭悪いんだか、これ十二足す二足す一でないんですか、ポンプの数は。  

○議長（野呂日出男君）  

  建設課長。  

○建設課長（対馬猛清君）  

  藤崎地区が十二カ所、常盤地区が二カ所、富柳地区が一、常盤ニュータウン地区が一、亀田地区が一です。  
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○議長（野呂日出男君）  

  奈良完治君。  

○一番（奈良完治君）  

  丁寧に教えていただきましてありがとうございます。  

  これポンプの数を考えれば、単純な話、藤崎地区のほうがかなり進んでいるように思うんですけれども、総体的な総延

長を整備した部分はやっぱり藤崎地区のほうが多い状況でしょうか。  

○議長（野呂日出男君）  

  建設課長。  

○建設課長（対馬猛清君）  

  単純にポンプの数とは比例してございません。藤崎地区が多いというのは、浅い井戸を数多く使っているということで、

常 盤 地 区 に 関 し て は 昔 の 浄 水 場 で 使 っ た 井 戸 と か 大 き な 深 い 井 戸 を 使 っ て お り ま す の で 、 そ れ で こ う い う よ う な 数 に な

っ て お り ま す 。 ち な み に 、 藤 崎 地 区 の 整 備 延 長 と い た し ま し て は 八 千 五 百 四 十 メ ー ト ル で 、 常 盤 地 区 が 一 万 六 千 メ ー ト

ルというふうな整備状況でございます。  

○議長（野呂日出男君）  

  奈良完治君。  

○一番（奈良完治君）  

  地区名と個数を聞いて私、勘違いしていました。常盤地区のほうが整備のほうは余計進んでいるという考えでよろしい

ですね。  

  その後にもう一つ質問なんですけれども、性能どおりの機能を果たしているかという質問に対して、藤崎地区の表町と
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本 町 の ポ ン プ を 取 り か え る と 、 曲 新 田 の 井 戸 本 体 の 改 修 と お 答 え に な っ た ん で す け れ ど も 、 藤 崎 地 区 の 表 町 と 本 町 の ポ

ン プ と い う の は 経 過 年 数 、 何 年 ぐ ら い た っ て い て 、 ま た 曲 新 田 の 井 戸 本 体 と い う こ と は こ れ は ボ ー リ ン グ や り 直 す と い

うことで理解してよろしいですか。  

○議長（野呂日出男君）  

  建設課長。  

○建設課長（対馬猛清君）  

  お答えします。  

  藤崎地区のポンプの整備年度でございますが、平成七年から十一年にかけてでございます。この点検の結果でございま

す が 、 表 町 と 本 町 に つ き ま し て は 井 戸 の ポ ン プ の 絶 縁 抵 抗 が 悪 く 、 近 い 将 来 運 転 不 能 に な る お そ れ が あ る と い う よ う な

結 果 で ご ざ い ま し た 。 あ と 曲 新 田 に つ き ま し て は 、 ポ ン プ 自 体 は 稼 働 す る ん で す が 、 吐 き 出 し 量 が 少 な く 、 原 因 と い た

し ま し て は 水 質 に よ る 泥 状 の ス ケ ー ル が 井 戸 内 及 び 揚 水 設 備 に 著 し く 付 着 し て お り 、 そ れ に よ っ て く み 上 げ る 水 の 量 が

少 な い と い う こ と で ご ざ い ま す の で 、 井 戸 全 体 を ス ケ ー ル が 付 着 し に く い 設 備 に 変 更 す る こ と に よ り 、 取 水 量 の 減 少 を

抑 制 す る こ と が で き る と い う よ う な 点 検 結 果 で ご ざ い ま し た の で 、 曲 新 田 に つ き ま し て は や は り も う 一 度 井 戸 を 掘 り 直

す必要があるのかなとは思っております。  

  以上です。  

○議長（野呂日出男君）  

  奈良完治君。  

○一番（奈良完治君）  

  例えばポンプの下に当然タコつぼみたいな水だめみたいなやつがあるんですけれども、そこまで引き上げてくるのにポ
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ン プ 本 体 し か り 、 そ れ か ら 揚 水 管 の 中 で ケ ー シ ン グ の 中 が も う 泥 と か さ び で も 詰 ま っ て い る よ う な 状 況 で な い か と い う

お話でよろしいんですね、理解は。わかりました。  

  あと水量などの苦情、地区名はちょっと明かせないんですけれども、私、何件か今の話のほかに水量が少ないとか、流

れていかないとか、解けないとかという話で、本当に苦情行っているんですか。  

○議長（野呂日出男君）  

  建設課長。  

○建設課長（対馬猛清君）  

  その水の量についての苦情は確かにかなり多く我がほうに寄せられております。その際、その都度現場のほうに行って

確 認 は し て お り ま す が 、 そ れ で 現 場 へ 行 っ て 確 認 し た と こ ろ は 、 や は り そ れ は 止 水 板 か ら 水 が 漏 れ て い る と か 、 例 え ば

電 気 の ス イ ッ チ が 入 っ て い な か っ た と か 、 直 前 の 上 流 の ほ う で 雪 を 大 分 詰 め て い る の で ち ょ っ と 下 流 ま で ま だ 水 が 流 れ

て き て い な い 状 態 だ と か 、 そ う い う 状 況 で ご ざ い ま し た の で 、 本 当 に ポ ン プ や 井 戸 が 原 因 か と い う こ と で 、 先 ほ ど も 言

っ た と お り 去 年 の 秋 に 点 検 し た わ け で ご ざ い ま し て 、 そ の 点 検 の 結 果 、 ち ょ っ と ポ ン プ 本 体 の 影 響 に よ る 水 の 量 が 少 な

いというのはこの曲新田の部分ではないのかなとは思っております。  

  あと常盤地区に関しましては、対象面積が広いので、途中で水を出すバルブの数もかなり多いため、やはり水源から遠

い箇所についてはやはり水の量はなかなか確保できないのかなというのは感じております。  

  あと柏木堰につきましても、最終的に全部できた場合はかなり広い面積となりますので、その際はやはり何らかの補助

的な井戸みたいなのは必要なのかなというふうには感じております。  

  以上です。  

○議長（野呂日出男君）  
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  奈良完治君。  

○一番（奈良完治君）  

  まだ整備途中というところもありますし、整備も終わってかなりたっているところも多少水量の少ないとか解けないと

か い う の は や っ ぱ り 苦 情 は あ る と 思 い ま す 。 そ の 辺 、 原 因 が わ か っ て い る の で あ れ ば そ れ で い い ん で す け れ ど も 、 も と

も と と に か く ポ ン プ の 揚 水 量 が 足 り な く て 、 水 量 が 足 り な く て だ め だ と い う の で あ れ ば ま た 計 画 の 中 に 入 れ て い か な く

ちゃいけないと思いますので、その辺、建設課長、よろしく何とかお願いします。  

  もう一つ、ポンプの修繕費とかとあるんですけれども、その止水板とか、それから上げているグレーチングのふたあり

ま す よ ね 、 雪 捨 て の 。 あ れ あ け た ま ま に し て 、 例 え ば 除 雪 で 壊 し た と か 、 そ う い う ふ う な 外 的 な 要 因 で 物 が 故 障 と か 壊

れたというような事例はあるものですか。  

○議長（野呂日出男君）  

  建設課長。  

○建設課長（対馬猛清君）  

  投雪口のグレーチングの破損は、これは当然除雪の時期に集中するわけでございますが、やはり一シーズンを通します

と 五 、 六 カ 所 と か 、 そ う い う 数 で は 発 生 し て お り ま す 。 完 全 に そ れ は 使 っ て い る 方 の 責 任 と い う こ と で あ れ ば そ の 方 の

負 担 と い う こ と に な り ま す が 、 な か な か 原 因 が つ か め な い 等 の 場 合 は 町 の ほ う が 修 繕 と い う ふ う な 方 法 で や っ て お り ま

す。  

  以上です。  

○議長（野呂日出男君）  

  奈良完治君。  
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○一番（奈良完治君）  

  メンテナンスの部分に関してはそういう状況ということで、わかりました。理解いたしました。  

  最後の今年度からの整備計画ということで、先ほど町長の答弁いただきました。基本的に基本設計と実施設計はまるっ

き り 私 か ら 言 わ せ れ ば 違 う も の で す 。 例 え ば 今 、 実 施 設 計 に 入 る 村 井 白 子 線 は 当 然 、 課 長 、 基 本 設 計 に あ っ た も の で す

よね。  

○議長（野呂日出男君）  

  建設課長。  

○建設課長（対馬猛清君）  

  ここの路線につきましては、歩道の整備というものをメーンで考えておりますので、それに付随してもしやるのであれ

ば や は り 融 雪 溝 も こ の 際 一 緒 に 整 備 し た い と い う こ と で 考 え て お り ま す の で 、 融 雪 溝 の 基 本 計 画 と い う も の の 中 に は こ

の路線につきましては入ってございませんでした。  

○議長（野呂日出男君）  

  奈良完治君。  

○一番（奈良完治君）  

  あくまでも通学路というか、その辺について、ということはあそこの部分に関しての基本設計はまだなかったというこ

とで理解してよろしいんですね。（「はい」の声あり）  

  行政には臨機さも大事なように思いますので、特に安全安心に関してはその都度変更なり進めていくことは肝要に思い

ます。  

  あと町全体の実施設計ではなく、基本設計的要素のものが町で作成しているものかどうか、ちょっとお尋ねします。  
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○議長（野呂日出男君）  

  建設課長。  

○建設課長（対馬猛清君）  

  町全体の今後の整備計画を兼ねた基本設計みたいなものは現在のところ、まだないです。ただ、必要な箇所としてピッ

ク ア ッ プ し て 、 我 が ほ う で 建 設 課 と い た し ま し て 整 備 必 要 箇 所 と い う も の は 捉 え て お り ま す が 、 基 本 計 画 と い う よ う な

計画作成まではまだ至っておりません。  

○議長（野呂日出男君）  

  奈良完治君。  

○一番（奈良完治君）  

  極端にしゃべれば、ここ終わったはんであそこやるという行き当たりばったりというふうに捉えられても仕方ないと思

うんですけれども、その辺のお考えは。  

○議長（野呂日出男君）  

  建設課長。  

○建設課長（対馬猛清君）  

  この消融雪溝につきましては、やはりその一地区を完成するまでに、柏木堰の場合でも十九年から始まりまして二十七

年 の 完 成 予 定 と い う こ と で 、 一 地 区 に 七 、 八 年 か か る と い う こ と で す の で 、 な か な か 先 の 計 画 ま で は 予 定 で き か ね る と

い う 現 状 で ご ざ い ま す 。 で す か ら 、 今 、 柏 木 堰 を 実 施 し て お り ま す が 、 次 、 現 在 の と こ ろ 、 矢 沢 、 小 畑 、 中 島 地 区 の 全

体 の 基 本 計 画 を 行 う と い う ふ う に は 、 そ こ ま で は 決 ま っ て お り ま す が 、 こ こ の 地 区 に も し 入 っ た 場 合 で も や は り こ こ に

つ き ま し て は 十 年 ぐ ら い か か る ん で は な い か と 思 っ て お り ま す の で 、 あ と そ の 先 ま で と い う の は な か な か 現 在 の と こ ろ
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計画できるような状況ではないということでございます。  

○議長（野呂日出男君）  

  奈良完治君。  

○一番（奈良完治君）  

  その話というか、卵が先か鶏が先かのような話になってしまいますので、基本的にはやっぱり物事というのは設計立て

る の が 、 計 画 を 立 て る の が 最 初 で あ っ て 、 そ の 都 度 そ の 都 度 、 十 年 か か る か ら 二 十 年 か か る か ら 後 、 後 と い う ふ う な 考

えではちょっとよろしくないように私は思っています。  

  その辺も含めて、これは町長にお聞きしたいんですけれども、町長、受益者負担という言葉はご存じですか。  

○議長（野呂日出男君）  

  町長平田博幸君。  

○町長（平田博幸君）  

  建設課長が答弁したことにちょっと補足します。全体の構想をするべきだというお話でございますが、もちろんそれは

大 事 な こ と だ と 思 っ て お り ま す 。 た だ 、 財 源 が 国 土 交 通 省 の 社 会 資 本 整 備 の 事 業 が こ こ 数 年 前 か ら 約 二 〇 ％ か ら 二 五 ％

削 ら れ て き て い る の も 現 状 。 当 初 、 柏 木 堰 地 区 も も う ち ょ っ と 短 期 の 年 次 で 完 成 さ せ る 予 定 が 相 当 延 び て い る と い う の

も 現 状 で 、 ま ず は 理 解 し て く だ さ い 。 ま ず は 矢 沢 、 小 畑 、 中 島 地 区 、 そ し て 朝 日 町 通 り か ら 新 町 に か け て の こ れ は 通 学

路 で ご ざ い ま す の で 、 ま ず は 通 学 路 を 優 先 的 に 着 手 す る た め の 基 本 設 計 並 び に 実 施 設 計 は 二 十 六 年 度 か ら や っ て い く と

い う こ と を 理 解 し て い た だ き た い 。 そ の 途 中 で 大 体 あ と 数 年 か か れ ば 完 了 見 込 み と な れ ば 、 そ の と き 担 当 課 の ほ う に も

うそろそろ次に向けてのステップを図るための構想を練ろうというような形にはなると思います。  

  さて、受益者負担でございます。まず、融雪溝があるところとないところと、非常に同じ税金を納税していて平準化、
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平 均 化 図 れ て い な い と い う こ と で 、 私 も 就 任 し て 間 も な く 建 設 課 長 と そ の 辺 の 議 論 を さ せ て い た だ き ま し た 。 ま ず は 年

間 通 し て の 電 気 料 ぐ ら い は 一 軒 当 た り 千 円 な い し 千 五 百 円 、 も し く は 二 千 円 ぐ ら い 徴 収 す れ ば い い ん じ ゃ な い の か な と

い う よ う な お 話 も さ せ て も ら い ま し た 。 融 雪 溝 が あ る と こ ろ は 、 ま ず は そ の 歩 道 を 使 う 町 民 の た め に 早 く 起 き て 雪 を ま

ず 側 溝 に 投 げ て 、 そ の 人 的 な 協 力 も し て い る と い う こ と も あ り ま す の で 、 今 す ぐ 受 益 者 負 担 と い う と こ ろ は も う ち ょ っ

と検討させていただきたいと思っております。  

  以上であります。  

○議長（野呂日出男君）  

  奈良完治君。  

○一番（奈良完治君）  

  先ほど平成二十四年五百三十万円、平成二十五年が四百三十万円ぐらいで電気料は推移するだろうと。ただ、これはポ

ン プ の 本 数 が 倍 に な れ ば 当 然 電 気 料 も 倍 に な る 。 整 備 が 進 ん で い け ば 当 然 経 費 も か さ む わ け で す の で 、 そ の 経 費 の 問 題

と い う こ と な ん で す け れ ど も 、 つ ま り 何 か し ら の 経 費 が か さ む た め に 計 画 が 進 ん で い か な い 、 そ う い う よ う な 考 え で は

ないということですね。あくまでも一工区終わってからの考えということで町長よろしいですね、その考えで。  

○議長（野呂日出男君）  

  町長平田博幸君。  

○町長（平田博幸君）  

  議員各位もわかっていると思いますけれども、融雪溝は例えば一億かかれば町の単費で五千万円出ます。半分の国から

の 助 成 あ っ て も 半 分 は 自 己 財 源 と い う こ と で す の で 、 そ の 辺 も 加 味 し て 、 ラ ン ニ ン グ コ ス ト が ど う の こ う の で は あ り ま

せ ん 。 整 備 費 が 莫 大 に か か る と こ ろ で 年 次 計 画 を 立 て て 一 カ 所 一 カ 所 ず つ や っ て い く と い う の が 基 本 的 な 建 設 課 の ス タ
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イルでもあるし、町のスタイルでもあります。  

  以上であります。  

○議長（野呂日出男君）  

  奈良完治君。  

○一番（奈良完治君）  

  そうすれば、最後は町長にまたお願いということになるわけなんですけれども、事業費の中で五〇％は町の持ち出しだ

と い う こ と 、 そ れ で な か な か 進 ま な い と い う こ と は そ れ は 財 政 に 関 し て の 理 解 は 私 も わ か ら な い わ け で は な い で す け れ

ど も 、 た だ 、 こ の 間 ず っ と 新 聞 紙 上 を に ぎ わ し た 青 森 市 の 桜 川 の 件 、 ご 存 じ か と 思 い ま す け れ ど も 、 や っ ぱ り 各 消 融 雪

溝 に お い て 組 合 を つ く る な り 、 自 分 た ち の ほ う で ラ ン ニ ン グ コ ス ト を 捻 出 し て い く と い う ふ う に や っ て い る と こ ろ も 数

多 く あ る わ け で す 。 先 ほ ど 町 長 も 言 っ た よ う に 、 あ る と こ ろ な い と こ ろ が あ り ま す の で 、 子 供 た ち の 医 療 費 の 無 料 化 と

か 、 い ろ い ろ 頑 張 っ て や っ て も ら っ て い る ん で す け れ ど も 、 や っ ぱ り そ れ は そ れ 、 こ れ は こ れ 、 や っ ぱ り 受 益 者 負 担 と

い う こ と を こ れ か ら 考 え て い か な い と 、 財 政 が だ ん だ ん 厳 し く な る よ う な お 話 も 伺 っ て い ま す の で 、 そ の 辺 、 町 長 に も

う一回答えていただきまして、私の質問を終わります。  

○議長（野呂日出男君）  

  町長平田博幸君。  

○町長（平田博幸君）  

  東北新幹線と同じく、盛岡では国費でやって、それ以北は県負担もあると。それと比べるわけではないですけれども、

今 ま で は 整 備 費 は 受 益 者 負 担 は 全 く な か っ た で す よ ね 。 た だ 、 今 後 は そ の 地 域 地 域 で 強 い 要 望 が あ っ て 、 ラ ン ニ ン グ コ

ス ト の 電 気 料 だ け は そ の 地 域 の 全 体 か ら 集 め る と 、 そ う い う よ う な 話 も 出 て く れ ば 優 先 度 順 位 も 変 わ っ て く る か も わ か
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り ま せ ん 。 た だ 、 整 備 に 関 し て だ け は 受 益 者 負 担 を 求 め て や る と い う の は 、 私 は 融 雪 溝 に 関 し て は な じ ま な い と 思 っ て

おります。  

  以上であります。  

○議長（野呂日出男君）  

  奈良完治君。  

○一番（奈良完治君）  

  私、今ちょっと誤解あるので、私はつくるものに関して受益者負担をしてくれというのでなくて、使う人たちがその地

区 に お い て 組 合 な り 団 体 を つ く っ て 、 自 分 た ち で 運 営 管 理 し て ラ ン ニ ン グ コ ス ト を 出 し て い く と か 、 そ う い う ふ う な 方

向づけを今から、現在使っていらっしゃる方々から進めていってほしいなと、お願いです。  

○議長（野呂日出男君）  

  町長平田博幸君。  

○町長（平田博幸君）  

  先ほども申しましたが、就任当初、建設課長と私はそのことについていろいろ議論させてもらいました。あるところも

な い と こ ろ も あ り ま す の で 、 あ る と こ ろ か ら は 多 少 で も 電 気 料 の 一 部 で も も ら っ た ら い い ん じ ゃ な い か と い う 話 で 議 論

さ せ て も ら い ま し た 。 た だ 、 建 設 課 サ イ ド と い た し ま し て は 、 融 雪 溝 あ る と こ ろ は 多 少 早 く 起 き て 、 通 学 す る 子 供 た ち

が 来 る 前 に 歩 道 を 除 雪 し た り 人 力 で 協 力 し て い る と 。 そ う い う こ と で 今 す ぐ は な か な か 難 し い と い う 話 も 、 課 長 さ ん か

ら も そ う い う お 話 も あ り ま し た 。 た だ 、 今 後 に 向 け て は 総 体 的 な 形 で 常 盤 地 区 も 藤 崎 地 区 も ど う あ っ た ら い い の か と い

うのは、これからいろいろ研究、議論を重ねていきたいと思っております。  

  以上であります。  
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○議長（野呂日出男君）  

  これで奈良完治君の一般質問は終了いたしました。  

  昼食のために休憩いたします。  

  再開は午後一時といたします。  

休  憩  午前十一時三十九分  

                                                   

再  開  午後  一時  

【再開前に事務局長より、十一番佐々木政美議員から午後所用のため欠席する旨が報告される】  

○議長（野呂日出男君）  

  休憩前に引き続き、会議を開きます。  

  次に、十三番浅利直志君に一般質問を許します。  

  浅利直志君。  

〔十三番  浅利直志君  登壇〕  

○十三番（浅利直志君）  

  改めまして、皆さん、午後の一番バッターでございますので、お疲れさまです。ご苦労さまです。  

  午後の一般質問をいたします。傍聴の皆さん、お疲れさま、ご苦労さまでございます。日本共産党の浅利直志です。  

  それでは、質問通告に沿いまして一般質問をいたします。  

  初めに、今年度、三月末にて退職される課長やあるいは職員の方々、本当にご苦労さまでした、今後とも健康で地域の

ため、そして家族のため貢献してくださいますよう、心から念願しているところであります。  
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  まず初めに、町民の暮らしと日本の税制のあり方に直接かかわる消費税増税について、町長に質問いたします。  

  消費税は一九八九年に導入されてから二十五年目になろうとしています。二〇一四年、本年四月から消費税は五％から

八 ％ に な り ま す 。 増 税 額 は 国 民 全 体 に と っ て も 八 兆 円 程 度 が 予 定 さ れ て い る わ け で あ り ま す 。 社 会 保 障 安 定 の 財 源 確 保

と 国 の 財 政 の 健 全 化 が 増 税 の 目 的 で あ る と さ れ て い る と こ ろ で あ り ま す が 、 翻 っ て み ま す と 、 一 九 八 九 年 導 入 時 か ら 消

費 税 増 収 分 、 こ れ は 通 算 し ま す と 二 百 六 十 四 兆 円 の 税 収 増 加 と な っ て お り ま す 。 法 人 三 税 の 減 収 は こ の 二 十 四 年 余 り で

二 百 四 十 六 兆 円 の 減 収 と な っ て い る と こ ろ で あ り ま す 。 こ れ ま で の 二 十 四 年 間 ほ ど の 経 過 を 見 ま す と 、 消 費 税 増 収 分 と

い う の は 法 人 税 三 税 の 減 収 の 結 果 的 に 穴 埋 め に さ れ た と 言 わ れ て も 仕 方 が な い 状 況 だ と も 思 わ れ ま す 。 こ の 間 、 法 人 税

率 は 三 七 ・ 五 ％ か ら 実 質 二 五 ・ 五 ％ に 引 き 下 げ ら れ て い る わ け で あ り ま す 。 今 さ ら に 引 き 下 げ よ う と い う 動 き も ご ざ い

ま す 。 こ の 間 働 く 人 の 賃 金 は 年 々 引 き 下 げ ら れ 、 非 正 規 雇 用 が 三 割 を 超 え 、 若 者 に 至 っ て は 二 人 に 一 人 、 派 遣 、 パ ー ト

な ど で あ り 、 格 差 と 貧 困 が 広 が っ て い る の が 現 状 で は な い で し ょ う か 。 そ も そ も 消 費 税 は 低 所 得 者 に 負 担 が 重 く 、 高 額

所 得 者 に は 軽 い 、 い わ ば 不 公 平 な 税 で は あ り ま せ ん か 。 課 税 の 基 本 的 な や り 方 の 原 則 は 応 能 負 担 原 則 で は あ り ま せ ん か 。

課 税 も い わ ば 税 金 も 支 払 う 能 力 に 応 じ た 負 担 を す る 税 制 原 則 で は な い で し ょ う か 。 こ れ に 逆 行 す る の が 八 ％ 消 費 税 増 税

で は な い で し ょ う か 。 法 人 税 に つ い て も 利 益 の 上 が っ て い る 企 業 の 法 人 税 も も と に 戻 す べ き で あ り 、 証 券 取 引 課 税 二

〇 ％ の 実 施 、 そ し て 世 界 を 徘 回 し て い る 投 機 的 取 引 に 対 す る 課 税 、 あ る い は ま た 環 境 税 な ど も 検 討 し 、 税 収 の 確 保 、 税

収を生み出すことが極めて大事なのではないでしょうか。  

  私どもは、格差と貧困をさらに広げる、いわば追い打ちをかける消費税増税と受けとめていますが、消費税の八％への

増 税 及 び 予 定 さ れ て い る 一 〇 ％ へ の 引 き 上 げ 、 消 費 税 増 税 と い う 税 制 の 評 価 に つ い て 、 町 長 に 改 め て お 聞 き す る と こ ろ

であります。  

  また、市町村自治体は町民の暮らし、市民の暮らしを守る防波堤の役割を持っているわけでありますが、消費税八％四
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月実施に伴い、町民への影響などについて改めて質問いたします。  

  第一に、公共施設の利用料、給食費、温泉利用料、保育料の引き上げを平成二十六年度は中止すべきではないかという

ことについて、町長としてどのような方針なのか、お聞きいたします。  

  第二に、水道料、下水道料金引き上げによる家庭への影響額及び町全体への影響額についてどのように把握しているの

か、質問するものであります。  

  次に、農業問題についてお聞きいたします。  

  リンゴとともに町の農業の土台、そして柱でもあります水田農業の今後について質問いたします。  

  ＴＰＰ参加を前提にしているような今回の国の米政策、減反政策の全面的見直しとも言える農政の転換は、水田農業、

農家の経営安定に逆行することになりはしないか、町長に質問いたします。  

  米価変動交付金制度は廃止され、また生産調整、需給調整の役割を果たしていた米の直接支払交付金は十アール当たり

七 千 五 百 円 に 半 減 さ れ 、 平 成 三 十 年 産 米 か ら は 廃 止 が 示 さ れ て い ま す が 、 農 政 転 換 へ の こ の 評 価 と 今 後 の 町 の 取 り 組 み

に つ い て お 聞 き い た し ま す 。 水 田 稲 作 主 体 の 農 家 は 、 三 十 町 歩 、 五 十 町 歩 の 大 規 模 農 業 者 以 外 は い わ ば 生 活 で き な い と

いう方向なのでしょうか。改めて町長にお聞きするものであります。  

  また、町の農業のもう一つの柱でありますリンゴ、野菜づくりに対する今年度の重点支援策について、あわせてお聞き

いたします。  

  次に、藤崎町農産物拠点づくりについて質問いたします。  

  平成二十六年度予算におきまして、農産物拠点づくりアドバイザー料五十万円、農産物拠点づくり基本構想委託料五百

二 十 九 万 円 ほ ど が 予 算 計 上 さ れ て お る と こ ろ で あ り ま す 。 藤 崎 町 の リ ン ゴ の 樹 園 地 、 水 田 、 ニ ン ニ ク を 初 め と す る 野 菜

畑 な ど 、 藤 崎 町 の 大 地 、 そ し て 水 、 自 然 そ の も の が 全 体 と し て リ ン ゴ と 米 な ど の 生 産 拠 点 で は な い か と 思 っ て い る わ け
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でございますが、そこで改めて町長にお聞きいたします。  

  直売施設、加工施設、レストラン機能施設、この三つの施設をどこにどの程度の規模で建設することを町長としては希

望しているのか、想定しているのか、お聞きいたします。  

  また、施設建設とその後の運営のかなめとなります事業実施主体の選定は公募型なのでしょうか。経営や運営を希望す

る 団 体 や 法 人 が あ る の で し ょ う か 。 こ れ か ら 一 、 二 年 か け て リ ー ダ ー や 専 門 職 を 育 成 し て い こ う と い う お 考 え な の で し

ょうか。町長の見解、そして町長の希望、見通しについて改めて質問するものであります。  

  以上、質問通告に沿いまして質問いたします。簡潔明瞭な答弁を求めまして、登壇での一般質問とさせていただきます。  

○議長（野呂日出男君）  

  十三番浅利直志君の一般質問に対する答弁を求めます。  

  町長平田博幸君。  

〔町長  平田博幸君  登壇〕  

○町長（平田博幸君）  

  それでは、午後のトップバッターである浅利直志議員の一般質問にお答えいたします。  

  初めに、消費税増税についてのイの消費税八％及び十％への引き上げ税制についての町長の評価についてですが、消費

税 の 引 き 上 げ に つ い て は 年 間 百 兆 円 を 超 え る い わ ゆ る 医 療 、 年 金 、 介 護 等 の 社 会 保 障 の 安 定 財 源 の 確 保 、 公 的 債 務 残 高

が Ｇ Ｄ Ｐ の 二 倍 を 超 え る 水 準 に 達 し て い る な ど 、 財 政 の 健 全 化 を 同 時 に 達 成 す る こ と を 目 指 し 、 国 が 平 成 二 十 六 年 四 月

一 日 か ら 五 ％ か ら 八 ％ へ の 引 き 上 げ を 決 定 し た と こ ろ で あ り ま す 。 と 同 時 に 、 消 費 税 率 引 き 上 げ に よ る 反 動 減 を 緩 和 し 、

景 気 の 下 向 リ ス ク に 対 応 す る と と も に 、 そ の 後 の 経 済 の 成 長 力 の 底 上 げ と 好 循 環 の 実 現 を 図 り 、 持 続 的 な 経 済 成 長 に つ

な げ る た め 、 経 済 パ ッ ケ ー ジ を 決 定 し 、 実 施 し よ う と し て い る と こ ろ で も ご ざ い ま す 。 現 在 、 新 聞 等 で も 報 道 さ れ て い
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ま す が 、 賃 上 げ が 行 わ れ る か ど う か を 注 目 さ れ て い る よ う で ご ざ い ま す 。 政 府 が 目 指 し て い る よ う に 、 企 業 収 益 の 拡 大

が賃金上昇や雇用拡大による消費拡大、投資増加につながる好循環になっていくことが肝要と考えます。  

  ご質問の評価でございますが、先ほど申しました好循環の状況になるかならないかが判断の分かれ目と考えますが、い

ず れ に し ろ 国 全 体 の 財 政 を 考 え る と き に 、 三 ％ の ア ッ プ は 非 常 に 厳 し い も の が ご ざ い ま す け れ ど も 、 上 げ ざ る を 得 な い 、

そういう状況なのかもしれないという考えを持っております。  

  次に、ロの消費税八％四月実施における町民への影響などについての公共施設利用料、給食費、温泉利用料、保育料の

引 き 上 げ を 今 年 度 中 止 す る こ と に つ い て で あ り ま す が 、 ご 質 問 の 利 用 料 等 の 引 き 上 げ に つ い て 、 学 校 給 食 費 及 び 藤 崎 町

立 藤 崎 診 療 所 の 診 断 書 等 の 利 用 料 金 な ど に つ い て は 四 月 か ら の 値 上 げ 実 施 を 予 定 し て い る と こ ろ で ご ざ い ま す 。 そ の 他

の 利 用 料 金 に つ い て は 、 次 年 度 の 平 成 二 十 六 年 度 に つ い て は 料 金 の 引 き 上 げ は 今 の と こ ろ 予 定 し て い な い と こ ろ で ご ざ

います。  

  次に、水道料、下水道料金引き上げによる家庭への影響額及び町全体への影響額についてでありますが、まず家庭への

影 響 額 で あ り ま す が 、 口 径 二 十 ミ リ メ ー ト ル の 地 下 式 メ ー タ ー で 月 二 十 立 方 メ ー ト ル の 水 道 を 使 用 し た 場 合 、 メ ー タ ー

使 用 料 も 含 め た 水 道 料 金 が 月 百 四 十 五 円 、 下 水 道 使 用 料 が 月 九 十 九 円 の 合 計 額 で 月 二 百 四 十 四 円 の 負 担 増 と な る も の で

あ り ま す 。 町 全 体 の 影 響 額 で あ り ま す が 、 平 成 二 十 六 年 度 予 算 の 水 道 料 金 及 び 下 水 道 使 用 料 の 収 入 に 係 る 消 費 税 予 定 納

付 額 か ら 推 計 し ま す と 、 消 費 税 率 三 ％ 引 き 上 げ る こ と に よ る 町 全 体 へ の 影 響 額 は 年 一 千 五 百 万 円 程 度 と 見 込 ま れ ま す 。

た だ し 、 平 成 二 十 六 年 度 に つ き ま し て は 、 六 月 請 求 分 か ら 実 施 し ま す の で 、 平 成 二 十 六 年 度 の 町 全 体 の 影 響 額 は 一 千 三

百万円程度と推計されます。  

  次に、町農業についてのイの国の米政策、減反政策の全面的見直しは農家の経営安定に逆行することにならないか、町

長 の 評 価 と 今 後 の 取 り 組 み に つ い て で あ り ま す が 、 町 の 基 幹 産 業 で あ り ま す 米 の 生 産 に つ き ま し て は 、 Ｔ Ｐ Ｐ 問 題 や 減
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反 政 策 の 見 直 し な ど 、 生 産 者 に 混 乱 を 与 え て い る 状 況 に あ り ま す 。 町 と い た し ま し て は 、 生 産 者 の 皆 様 へ 正 し い 情 報 を

正 確 に お 伝 え す る こ と と 、 生 産 者 の 皆 様 か ら の ご 要 望 を 国 、 県 へ 正 確 に 伝 え る こ と を 第 一 に 考 え る と と も に 、 現 在 国 が

示 し て い る 制 度 を で き る 限 り 活 用 し た 形 で 町 の 水 田 農 業 を 将 来 的 に ど の よ う に 進 め て い く べ き か 、 そ の ビ ジ ョ ン の 作 成

について早期に着手してまいりたいと考えております。  

  次に、ロのリンゴ、野菜づくりの農業の重点支援策についてでありますが、今後ますます厳しくなる農業事情に対応す

る た め 、 リ ン ゴ 、 野 菜 を 含 め た 農 業 全 般 に つ い て 、 農 道 、 農 業 用 水 路 、 圃 場 整 備 な ど の 生 産 基 盤 の 整 備 、 減 農 薬 栽 培 な

ど の 安 全 で 有 利 な 販 売 の で き る 農 産 物 や 新 た な 藤 崎 ブ ラ ン ド へ の 取 り 組 み な ど 、 国 、 県 が 示 し て い る 新 規 事 業 な ど を 活

用しながら積極的に進めてまいりたいと考えております。  

  次に、町農産物拠点づくりについてのイの直売施設、加工施設、レストラン機能施設をどこにどの程度の規模で建設す

る こ と を 町 長 と し て 希 望 し て い る の か に つ い て で あ り ま す が 、 平 成 二 十 六 年 度 中 に 近 隣 市 町 村 を 含 む 商 圏 等 の 調 査 を 行

い 、 整 備 に つ い て の 検 証 を す る 予 定 で あ り 、 そ の 結 果 を 踏 ま え た 上 で 基 本 構 想 の 作 成 に 取 り 組 み た い と 考 え て お り ま す 。

場所、規模などにつきましては、基本構想の内容を吟味した上で決定してまいりたいと考えております。  

  次に、ロの事業実施主体の選定は公募型なのか、希望団体、法人があるかについてでありますが、現時点では決定して

お ら ず 、 平 成 二 十 六 年 度 、 二 十 七 年 度 、 二 カ 年 で 人 材 育 成 の ソ フ ト 事 業 を 優 先 的 に 行 い 、 そ の 中 で 決 定 し て い く よ う な

形で検討したいと考えております。  

  以上、浅利議員の質問に対する登壇での答弁といたします。  

○議長（野呂日出男君）  

  十三番浅利直志君の一般質問に対する答弁が終わりました。  

  これより十三番浅利直志君に再質問を許します。  
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  十三番浅利直志君。  

○十三番（浅利直志君）  

  消費税問題についてお聞きしたのです。町長のお答えは、社会保障の安定財源の確保と国の財政の健全化を同時にやる

た め に 、 増 税 は や む を 得 な い の で は な い か と 、 厳 し い と こ ろ も あ り ま す け れ ど も と い う 言 い 方 を し て お っ た ん で す け れ

ど も 、 模 範 回 答 な の か な と い う ふ う に も 、 大 蔵 省 の 模 範 回 答 に 近 い の か な と い う ふ う に も 思 う ん で す け れ ど も 、 厳 し い

と こ ろ が あ る と い う こ と は 少 し だ け は 認 め て い た だ い た の か な と 思 う ん で す け れ ど も 、 そ も そ も 税 金 に は 代 表 的 に は 固

定 資 産 税 、 所 得 税 、 自 動 車 税 、 た ば こ 税 も あ り ま す け れ ど も 、 消 費 税 と い う の は 押 し な べ て 生 活 全 般 に 日 本 の 場 合 は 食

料 品 も 非 課 税 措 置 と い う か 軽 減 税 率 も 適 用 さ れ て い ま せ ん の で 、 生 活 全 般 に か か る わ け で す 。 そ し て 、 結 果 的 に は 所 得

の 低 い 人 に は 、 低 所 得 者 に は 重 い 割 合 で か か る 。 そ し て 、 一 千 万 、 一 億 円 、 そ う い う 所 得 の 高 い 人 は 軽 い 割 合 で 負 担 す

る と い う ふ う に な る ん で す け れ ど も 、 こ の 消 費 税 そ の も の の 不 公 平 感 と い い ま す か 、 そ う い う も の に つ い て は ど う い う

認 識 を お 持 ち な ん で す か 。 町 長 職 務 と し て と と も に 、 個 人 と し て も ど う い う ふ う に 思 っ て い ら っ し ゃ る の か 、 お 聞 き し

ます。  

○議長（野呂日出男君）  

  町長平田博幸君。  

○町長（平田博幸君）  

  浅利議員がおっしゃっている不公平感は極めてご指摘のとおりだと思っております。ただ、国全体の税収あるいは経済

全 体 の 予 算 、 あ る い は も ろ も ろ 今 ま で も か か っ て い る し 、 毎 年 一 兆 円 ず つ ふ え て い る 社 会 保 障 、 医 療 介 護 あ る い は 年 金

ひ っ く る め れ ば 百 兆 円 を 超 え て い る の が 現 状 で ご ざ い ま す 。 近 隣 諸 国 を 見 れ ば 、 中 国 は 消 費 税 は 一 七 ％ だ と 記 憶 し て い

ま す 。 あ る い は 隣 の 韓 国 は 一 〇 ％ 、 欧 米 で は ス ウ ェ ー デ ン な ん か は 二 五 ％ 、 ド イ ツ で 一 九 ％ ぐ ら い で す か 、 そ う い う よ
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う に 消 費 税 の 税 率 が な っ て い ま す 。 我 が 国 は 、 割 と 三 ％ か ら 発 車 し て 五 ％ 、 四 月 か ら 八 ％ と い う こ と で は 、 割 と そ の 辺

は 抑 え て き た の か な と い う 思 い は 感 じ て い ま す 。 た だ 、 年 々 年 々 か か っ て い る 社 会 保 障 費 、 あ る い は 膨 ら む 長 期 債 務 の

借 金 等 々 を 考 え る と 、 や む な し と い う と こ ろ が 正 直 な 話 、 私 、 町 長 と し て も 個 人 と し て も 考 え て い る と こ ろ で ご ざ い ま

す。ただ、三％上がることによって、消費が冷え込むという不安は現状で抱いているのも事実でございます。  

  以上であります。  

○議長（野呂日出男君）  

  浅利直志君。  

○十三番（浅利直志君）  

  引き上げやむなしということですけれども、そうしますと一〇％になってでももうそれもやむなしなんだということな

ん で し ょ う か ら 、 答 弁 は 要 り ま せ ん け れ ど も 、 い ず れ に し て も 、 で は こ こ ま で 借 金 を 、 一 千 兆 円 を 超 え る よ う な 一 人 頭

八 〇 〇 万 、 一 人 頭 と い う か 子 供 か ら お 年 寄 り ま で 八 〇 〇 万 円 を 超 え る よ う な 借 金 を 生 み 出 し た の は 歴 代 の 政 権 で あ り ま

す の で 、 そ こ ま で 国 民 に そ の ツ ケ を 全 部 負 わ せ る と い う の は 余 り に も ひ ど い 話 で は な い か と 、 生 活 を 破 壊 す る よ う な 話

で は な い か な と 思 っ て お り ま す の で 、 消 費 税 が 年 収 が 少 な い 人 ほ ど 消 費 税 の 負 担 が 重 い と い う 不 公 平 感 を 伴 っ た 税 だ と

い う こ と を し っ か り 頭 に 入 れ て 、 少 な く と も 消 費 税 に 頼 ら な く て も や れ る 道 も 探 究 す べ き だ と 思 っ て お り ま す 。 法 人 税

を も と に 戻 す 問 題 だ と か 、 証 券 の 取 引 二 〇 ％ 課 税 さ せ る と い う 問 題 だ と か 、 あ る い は 世 界 を 徘 回 し て い る 金 融 取 引 に 対

す る 微 少 な 課 税 だ と か 、 さ ま ざ ま な 課 税 措 置 を 講 じ て 暮 ら し に こ こ ま で 大 き な 影 響 を 与 え る よ う な 税 制 は 回 避 す べ き だ

と思っております。それは私の要望ですので、要望しておきたいと思います。  

  それで、町の対応についてですけれども、公共施設利用料や温泉利用料、保育料については当面は来年度中、平成二十

六 年 度 中 は 上 げ な い 方 向 で い き た い ん だ と 。 こ れ は 、 そ れ は そ れ な り と し て 評 価 し た い な と 思 っ て お り ま す 。 自 動 的 に
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九月ごろから、六月ごろから検討する自治体もありますので。  

  給食費について、現状がどういう状況で一食当たり二十円ほど、二百八十円から三百円ほど、二十円ほど引き上がると

い う こ と を 聞 い て い る ん で す け れ ど も 、 こ れ 三 ％ 以 上 値 上 げ に な っ て い る ん じ ゃ な い で す か 。 ど う し て そ う い う ふ う な

状態になっているのか、お聞きいたします。  

○議長（野呂日出男君）  

  学校給食センター所長。  

○学校給食センター所長（佐々木盛男君）  

  消費税転嫁分一・三％、現在の小学校に一食二百八十円、それから中学校三百円、転嫁分やりますと、小学校が二百八

十 八 ・ 四 円 、 端 数 整 理 し て 二 百 九 十 円 、 中 学 校 が 三 百 九 円 、 端 数 整 理 し て 三 百 十 円 。 で す か ら 、 消 費 税 の 転 嫁 分 で す と

そ れ ぞ れ 十 円 の 値 上 げ と な り ま す 。 と こ ろ が 、 昨 年 の 春 か ら 円 安 を 初 め と し て 諸 物 価 が 高 騰 し て お り ま す 。 当 然 そ れ に

伴 っ て 食 材 の ほ う が 上 が り ま し て 、 現 在 の 藤 崎 町 の 給 食 の 質 を 維 持 す る こ と が で き な く な っ て き て お り ま す 。 献 立 を い

ろ い ろ 工 夫 し ま す と か 、 農 業 業 者 の ほ う に 企 業 努 力 で 何 と か と い う こ と で 苦 し い お 願 い を し て き て い る わ け で す け れ ど

も 、 そ れ も 限 界 に な っ て お り ま す の で 、 四 月 か ら さ ら に 食 材 高 騰 分 と し て 十 円 上 げ さ せ て い た だ き た い と い う こ と で ご

ざいます。  

  以上です。  

○議長（野呂日出男君）  

  浅利直志君。  

○十三番（浅利直志君）  

  食材が高騰していると、これは消費税の値上げ以前から食用の油も含めて円安の影響がさまざま出ている、あるいはま
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た 食 料 品 、 小 麦 や そ う い う も の を 含 め て 円 安 の 影 響 が 出 て い る わ け で 、 そ れ を 業 者 に か ぶ っ て く れ と い う ふ う な こ と は

そ れ は お 願 い す べ き で は な い し 、 業 者 も や っ と こ さ や っ て い る 業 者 が 多 い わ け で す の で 、 青 森 県 内 に も 三 つ の 自 治 体 ぐ

ら い 給 食 費 た だ で 無 料 で 提 供 す る と い う 自 治 体 も あ り ま す け れ ど も 、 補 塡 を す る か 何 か し な い 限 り 転 嫁 せ ざ る を 得 な い

ということについて、やむを得ない側面があるのかなと思います。  

  それで、もう一つ値上げするのは水道料金でございます。水道料金は月でいけば標準家庭のあれでいけば二百四十四円

ほ ど だ と 、 下 水 道 も 接 続 さ れ て い る 家 庭 に つ い て は 二 百 四 十 四 円 ほ ど だ と い う こ と で す け れ ど も 、 町 長 の 一 回 目 の 回 答

の 中 で も 年 間 ベ ー ス で い け ば 上 水 道 と 下 水 道 合 わ せ れ ば 町 全 体 の 利 用 者 に と っ て は 千 五 百 万 円 ほ ど と い う お 話 が あ っ た

ん で す け れ ど も 、 こ れ も 消 費 税 の 影 響 も あ っ て そ れ を 利 用 者 に 負 担 し て も ら う と い う こ と に な っ た ん で す け れ ど も 、 こ

れ も 一 〇 ％ な ら 一 〇 ％ に な れ ば 当 然 ま た 再 検 討 す る と い う よ う な こ と に な る ん で す か 。 ど う い う 見 通 し を 持 っ て い ら っ

しゃるんですか。  

○議長（野呂日出男君）  

  上下水道課長。  

○上下水道課長（幸田信雄君）  

  お答えいたします。  

  十月一日に総理が消費税増税を四月から八％にすると表明したことを受けまして、総務省のほうからも十月八日に消費

税率の引き上げに伴う公共料金等の取り扱いということで、適正に転嫁せよというふうに通達が来ております。  

  町としましても、十月二十九日に公営企業料金検討委員会でまず検討していただきまして、そういうふうにいろいろ検

討 し て き ま す 。 消 費 税 が 一 〇 ％ に な っ た 場 合 に も 、 要 す る に 公 営 企 業 料 金 検 討 委 員 会 で 検 討 し た 上 で 上 げ る か 上 げ な い

かは判断していきたいと考えております。  
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  以上でございます。  

○議長（野呂日出男君）  

  浅利直志君。  

○十三番（浅利直志君）  

  八％になるスタートは春からスタートということで、続々負担も町民にとってはふえるわけであります。  

  それで、消費税問題についての最後の質問なんですけれども、消費税をやると工事費が上がると。これで入札不調で病

院 だ と か 保 育 所 、 建 設 で き な い よ と か と い う 事 例 も 生 ま れ た り し て い る ん で す け れ ど も 、 消 費 税 が 五 か ら 八 ％ に な る こ

と に よ っ て 、 町 の 財 政 や あ る い は 経 費 で す ね 、 こ の 面 で ど う い う 分 野 が ふ え る の か と い う こ と で 、 例 え ば 委 託 料 と い う

の も あ り ま す よ ね 。 コ ン ピ ュ ー タ ー も 含 め て 大 変 な 委 託 料 が 、 人 員 は 削 減 し 、 業 者 に 委 託 す る 委 託 料 も 随 意 契 約 で た く

さ ん あ る わ け で す ね 。 こ の 面 で の 一 応 、 正 確 で な い に し て も 概 算 と し て 今 ま で ど れ ぐ ら い 委 託 料 を 払 っ て い て 、 町 長 何

か う な ず い て い ま す け れ ど も 、 い ず れ に し て も 現 状 ど れ ぐ ら い 委 託 料 に 町 全 体 と し て は 払 っ て い て 、 そ し て そ れ が ど う

い う ふ う に な る の か と い う こ と を お 聞 き し た い と 思 い ま す 。 負 担 だ け 強 調 し て も 町 長 も お も し ろ く な い ん で し ょ う か ら 、

収 入 面 で は ど れ ぐ ら い 譲 与 税 と い い ま す か 、 そ う い う も の も 入 っ て き て 、 負 担 は ど れ ぐ ら い 今 年 度 は 見 込 ん で い る の か

という両方の方面からお聞きしたいと思います。  

○議長（野呂日出男君）  

  企画財政課長。  

○企画財政課長（能登谷英彦君）  

  消費税の影響額ということで、一般会計、いろんな分野で当初予算編成方針の中にも消費税増税ということを加味して

予算要求するようにということで、今回予算を策定したものでございます。  
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  例えば委託料の場合ですけれども、投資的な委託料ではなくて平常的に毎年度お願いしているような委託料の場合をピ

ッ ク ア ッ プ し て 算 定 し ま し た 。 そ の 結 果 、 ご み の 収 集 委 託 で あ る と か 、 コ ン ピ ュ ー タ ー の シ ス テ ム 委 託 で あ る と か と い

う の が 二 十 四 年 、 二 十 五 年 と 毎 年 の よ う に 行 わ れ て い る わ け で す け れ ど も 、 そ れ ら に つ き ま し て は 総 額 で 四 百 三 十 万 円

ほ ど の 影 響 額 が 出 て ご ざ い ま す 。 消 費 税 の 課 税 前 の 額 が 一 億 四 千 万 円 前 後 あ る わ け で す け れ ど も 、 そ れ が 四 百 三 十 万 円

ほどの増になったということで、委託料だけでもそのぐらいの支出増が発生してございます。  

  一方で、消費税の増税によりまして、地方消費税交付金が地方分として一％であったわけですけれども、一・七％の交

付 額 増 と い う こ と で 、 今 回 の 当 初 予 算 で は 九 千 五 百 万 円 ほ ど の 増 額 で 予 算 計 上 さ せ て い た だ き ま し た 。 ま た 、 こ れ に よ

っ て 地 方 交 付 税 の 算 定 に な る 基 準 財 政 収 入 額 が 増 に な る と い う こ と か ら 、 交 付 税 も 若 干 減 に な る と い う ふ う な 試 算 を し

てございます。  

  以上です。  

○議長（野呂日出男君）  

  浅利直志君。  

○十三番（浅利直志君）  

  九千五百万円ほども入ってくるんだから、四、五百万円はいいわということでは私は納得もできませんけれども、いず

れ に し て も 委 託 料 や さ ま ざ ま な 分 野 で 建 設 工 事 費 も 含 め て 影 響 が 出 て く る の か な と 思 っ て お り ま す の で 、 せ め て 一 〇 ％

は は る か か な た に や め て ほ し い と 、 そ う い う ふ う に 要 望 し て お き た い と 思 い ま す の で 、 そ う い う 意 見 も あ る と い う こ と

をしっかり農業問題だけでなくてこのことも伝えていただきたいというふうに要望しておきます。  

  次に、町の農業についてですけれども、町長いわく、混乱を来している面もあるんだと、混乱よりも説明するほうも大

変 で し ょ う け れ ど も 、 現 場 で 水 田 、 稲 作 を や っ て い る 農 家 の 不 安 の ほ う が 大 き い わ け で あ り ま す 。 す な わ ち 、 五 年 後 に



 - 55 - 

は 減 反 推 進 費 と い い ま す か 、 所 得 補 償 と い い ま す か 、 交 付 金 と い い ま す か 、 そ れ が な く な る と い う こ と な わ け で ご ざ い

ます。  

  それで、お聞きしたいのは、それに伴って何か県に中間管理機構をつくるというふうなことを言っているんですよね。

貸 し 手 と 借 り 手 と い う 、 そ れ を 交 付 金 で さ ば い て い こ う と 、 も っ と 大 規 模 化 を 進 め て 、 三 町 歩 、 四 町 歩 な ん て も う 話 に

な ら な い と 。 私 に 言 わ せ れ ば Ｔ Ｐ Ｐ に 参 加 す る こ と を 前 提 に も う こ う い う 施 策 を 打 っ て き て い る な と い う ふ う に 思 っ て

い る ん で す け れ ど も 、 中 間 管 理 機 構 に つ い て で す け れ ど も 、 こ れ に よ っ て 結 局 県 に そ れ 一 個 つ く る ん だ と 言 っ て い る ん

で す け れ ど も 、 貸 し て 大 規 模 農 家 を 育 成 す る た め に 。 そ れ に よ っ て 地 元 の こ の 藤 崎 町 の 農 業 委 員 会 っ て 事 務 的 に は も っ

と 、 今 ま で も そ う い う 仕 事 は や っ て い ま し た よ ね 。 で も 、 こ れ か ら さ ら に 仕 事 は ふ え る の か 、 そ れ と も 暇 に な る の か 、

極 端 に 言 え ば で す ね 。 そ っ ち で や る ん だ か ら い い よ と い う こ と な の か 、 現 状 は 中 間 管 理 、 農 地 を 集 約 し 、 規 模 を 拡 大 す

るそれがどういうふうな機能を果たしていこうとしているのか、そのことについてお聞きいたします。  

○議長（野呂日出男君）  

  町長平田博幸君。  

○町長（平田博幸君）  

  ご心配しているのは浅利議員のみならず、藤崎の稲作農家は一〇〇％全員が今回の農政に対するシフト転換を不安に思

っていると思っております。  

  町では先月の二十七日、町の農業再生協議会の臨時総会で東北農政局からの職員も出向していただいて、このシフト転

換 の 農 政 の こ と に つ い て い ろ い ろ 説 明 も し て い た だ き ま し た 。 ま た 、 そ の 午 後 、 今 、 東 北 農 政 局 長 は 佐 々 木 さ ん と い う

方 で 、 や っ ぱ り キ ャ リ ア で し ょ う ね 、 説 明 も 説 得 あ る よ う な 説 明 も し ま し た 。 津 軽 地 域 と 下 北 地 域 の 首 長 及 び 担 当 課 長

と の 意 見 懇 談 会 も あ り ま し た 。 そ の 中 で 多 く の 首 長 は 、 猫 の 目 の よ う な 農 政 転 換 に 振 り 回 さ れ て き た と 、 そ う い う よ う
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な お 話 も あ り ま し た 。 私 は 、 こ う い う お 話 も さ せ て も ら い ま し た 。 農 政 局 長 、 確 か に 足 腰 の 強 い 農 政 を つ く る と き に は

い ろ い ろ リ ス ク も あ ろ う け れ ど も 、 一 旦 決 め た な ら ば 水 田 農 家 が 夢 を 持 て る よ う な 施 策 を 浸 透 さ せ て 頑 張 っ て い た だ き

たいと、これ以上は猫の目のように変えることなくやってくれというような要望もしてきたところでもございます。  

  いわゆる中間管理機構でございますけれども、都道府県に一カ所設けまして、まずは大規模経営を目指すための農地バ

ン ク み た い な 形 で そ れ を や る と 。 現 状 で は 、 町 で は 農 業 委 員 会 が そ れ を や っ て い る わ け で す よ ね 。 で す か ら 、 農 政 課 、

農 業 委 員 会 の 中 に 市 町 村 に 委 託 す る も の も ち ょ っ と パ ワ ー ア ッ プ し た 形 で 職 員 も 補 充 す る と か し て 、 そ の 中 で 今 後 対 応

していくというところでございます。  

  まだまだ町民に対してはいろいろこれからも細かい地域に出向いての説明会をやりますけれども、まだまだ浸透も不安

も い っ ぱ い で ご ざ い ま す の で 、 今 後 あ ら ゆ る 機 会 を 設 け て 農 水 省 の シ フ ト 転 換 の こ と を 、 新 規 に ま た い ろ い ろ な 意 味 で 、

こ こ に あ り ま す け れ ど も 、 い ろ ん な 意 味 で 農 水 省 で 新 規 に や っ た 補 正 予 算 の 冊 子 も ご ざ い ま す 。 そ う い う も ろ も ろ も 活

用 し た も の で 早 い 時 期 に 我 が 町 の 水 田 農 業 の ビ ジ ョ ン と い う も の を 二 十 六 年 度 中 に は こ う あ る べ き だ 、 あ あ あ る べ き だ 、

いろんな農業団体あるいはＪＡとも協議しながら構築していきたいと思っております。  

  以上であります。  

○議長（野呂日出男君）  

  農政課長。  

○農政課長（三上正裕君）  

  それでは、私のほうから市町村に対する機構からの業務の委託内容ということで、県のほうでＱアンドＡの形で出した

ものがありますのでご紹介いたします。  

  まず、機構から市町村に委託できるその内容というのはどういうものかということです。相談窓口、それから出し手の
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掘 り 起 こ し で す 。 借 り 受 け 予 定 農 地 等 へ の 位 置 、 そ れ か ら 権 利 関 係 の 確 認 、 出 し 手 と の 交 渉 、 契 約 締 結 事 務 と か 利 用 条

件 改 善 業 務 の 実 施 、 借 り 受 け 希 望 者 と の 交 渉 な ど と い う ふ う に 考 え ら れ る と い う こ と に な っ て い ま す 。 た だ 、 そ れ ら の

も っ と 細 か い 具 体 的 な 内 容 に つ い て は 、 機 構 と 委 託 契 約 を 結 ぶ 、 市 町 村 が 結 ぶ こ と に な る ん で す が 、 結 ぶ 際 に 決 定 す る

と い う ふ う に な っ て ご ざ い ま す 。 中 身 に つ い て は 細 か い と こ ろ ま で は ま だ 示 し て い な い と 。 こ れ が 時 期 的 に は 多 分 五 月

ごろになるだろうと思ってございます。  

  以上でございます。  

○議長（野呂日出男君）  

  浅利直志君。  

○十三番（浅利直志君）  

  中間管理機構で農業委員会が暇になることはないだろうと、農政課も暇になることはないだろうと、むしろ事務的にも

仕事量がふえるのではないかなというふうに現場を見なきゃならないということも含めて、なるんだろうと思います。  

  飼料米のことだとかもお聞きしたかったんですけれども、これは何か奈良岡議員も聞くかもしれませんので、時間も余

りないので。  

  リンゴ、野菜づくりの農業の重点支援ということで、共済加入促進の新しい方策も打ち出されたわけですけれども、リ

ン ゴ の 経 営 安 定 事 業 と い い ま す か 、 年 間 五 、 六 十 万 円 で し ょ う か 、 出 し て い る ん で す け れ ど も 、 経 営 が 加 工 に 回 す と き

は 加 工 に 回 す と か 、 そ の と き の 補 助 だ と か も 含 め て や っ て い る ん で す け れ ど も 、 こ の 経 営 安 定 事 業 も 今 後 、 こ れ は 青 森

県 の 働 き か け で 国 の 制 度 に も な っ た 経 緯 も あ る ん で す け れ ど も 、 今 後 と も 継 続 し て い く 取 り 組 み を 進 め て い く の か ど う

か、その点だけお聞きしたいと思います。  

○議長（野呂日出男君）  
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  農政課長。  

○農政課長（三上正裕君）  

  お答えいたします。  

  リンゴ経営安定対策ということなんですが、先ほどの加工に回すというのはまた別な緊急需給調整対策事業ということ

でございまして、まずこれをちょっとご説明いたします。  

  例えば加工に回るリンゴがないというときに、ある程度加工に通常のリンゴを回して、価格の浮揚ということも考えて

い る ん で す が 、 そ れ を 確 保 す る と い う 、 そ の た め の 保 険 、 保 管 料 と か い ろ い ろ か か る わ け で す が 、 そ れ に つ い て は 基 金

協 会 で 一 億 一 千 万 円 を 助 成 す る と い う こ と に な っ て い ま す 。 こ れ 一 回 で や っ て し ま う ん だ け れ ど も 、 そ の う ち の 一 五 ％

が 市 町 村 に 対 し て 割 合 で 来 ま す 。 一 千 六 百 五 十 万 円 で す か 。 そ れ に つ い て は 当 町 に 対 し て の 割 り 当 て と い う こ と で 六 十

四万三千円、これ来年度の予算に措置させていただく。これが需給調整のほうでございます。加工。  

  もう一つの先ほど言いました経営安定対策のほうですが、これにつきましては二十三、二十四、二十五年の三年間やっ

て き て い ま す 。 一 応 、 今 年 度 で 一 旦 締 め ま す 。 そ の 後 ま た 二 十 六 年 か ら の 三 年 間 を 実 施 す る と い う こ と に な っ て い ま す 。

こ れ は 三 年 間 で 九 千 円 、 現 在 十 ア ー ル 当 た り 九 千 円 を 三 年 間 積 み 立 て る と い う も の で す 。 こ れ に つ い て は 県 が 三 五 ％ 、

町 が 一 五 ％ 、 農 家 の 方 が 五 〇 ％ と い う こ と で 、 そ の 割 合 で 積 み 立 て て い き ま す 。 三 年 間 で 総 額 、 こ れ で い く と 一 千 二 百

四 十 二 万 円 と い う こ と に な っ て い ま す が 、 助 成 を す る と い う こ と で ご ざ い ま す 。 当 町 に つ い て は 、 現 在 二 十 五 年 度 の 段

階 で 三 十 一 名 で 四 十 六 町 歩 加 入 し て い ま す 。 そ の 方 々 が そ の ま ま 引 き 続 き 継 続 さ せ る と 。 プ ラ ス 新 規 に つ い て は そ の 後 、

年度に入ってからということでございました。  

  以上でございます。  

○議長（野呂日出男君）  
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  浅利直志君。  

○十三番（浅利直志君）  

  農政の転換に伴うのは農政課も大変な労力が要ると思います。町長も含めて、ぜひ大変だと思いますけれども、農業者

に説明もし、よりよい方向を探っていただきたいと思っております。  

  三つ目の農産物拠点づくりについてということで、あと十二分ほどしかないようでございますけれども、これが一番今

回 は も う ち ょ っ と や り た か っ た な と い う と こ ろ な ん で す け れ ど も 、 何 か 町 長 の 答 弁 、 お 答 え を 聞 き ま す と 、 商 圏 調 査 も

や っ て 、 二 十 六 年 度 は 基 本 構 想 を 固 め て い き た い ん だ と い う 非 常 に 控 え 目 な お 答 え で あ っ た ん で す け れ ど も 、 控 え 目 で

も 基 本 構 想 と い う の は 最 終 的 に は ど こ に ど れ ぐ ら い の 規 模 で 、 そ し て 三 つ の 施 設 を つ く る ん だ と い う こ と を 決 め る と こ

ろまではいくんですよね。どうなんですか。  

○議長（野呂日出男君）  

  町長平田博幸君。  

○町長（平田博幸君）  

  今後、予算議会でご審議している予算案に、その拠点づくりの基本構想の業務委託料が計上されております。皆さんの

ご 理 解 の も と に ご 決 定 い た だ け れ ば 、 ま ず は 今 、 七 号 線 を 見 る と 、 北 に は 青 森 地 区 に ア ッ プ ル ヒ ル 、 弘 前 の 南 の ほ う に

は サ ン フ ェ ス タ い し か わ 、 あ る い は 三 三 九 号 線 を 見 る と 鶴 田 ま で 行 け ば あ る じ ゃ で し た っ け 、 黒 石 の ほ う に も ま た 田 舎

館 や っ て い る も の が あ り ま す 。 で す か ら 、 こ の 周 辺 の エ リ ア の ま ず は 県 民 の 方 々 の い ろ ん な 拠 点 づ く り に 動 く 人 の リ サ

ー チ 、 あ る い は 今 後 ど う い う も の を や っ て い け ば 実 益 に つ な が っ て い く か 、 加 工 の 選 別 と か も あ る と 思 い ま す 。 そ う い

う も ろ も ろ を ま ず は 構 想 の 中 で も ん で も ら う と 。 そ の 中 で 基 本 構 想 を 立 ち 上 げ て い く と 。 立 ち 上 が っ た ら 、 ま ず は 議 会

の 皆 さ ん の 意 見 も 聞 き た い と 、 そ う い う 思 い で ご ざ い ま す の で 、 実 施 設 計 に 入 る 前 に は 皆 さ ん に も 何 回 も 全 協 を 開 い て
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協議していただくと、そういうようなタイムスケジュールで今後進めていきたいと思っております。  

  また、もう一つつけ加えるならば、私が就任したのは三年前の十一月二十一日からでございます。その翌年の四月から

は 、 町 の 職 員 に 四 人 の プ ロ ジ ェ ク ト チ ー ム を つ く ら せ て 、 拠 点 づ く り の た め の プ ロ ジ ェ ク ト チ ー ム を つ く ら せ ま し た 。

そ の プ レ ゼ ン を 去 年 お と と し の 十 一 月 の 末 に 私 受 け て 、 今 年 度 の 春 先 、 五 月 か ら は 農 業 団 体 の ま た 意 見 も 聞 き た い と い

う こ と で 十 二 名 の 検 討 会 議 等 も 実 施 し た と こ ろ で ご ざ い ま す 。 い ろ ん な 意 見 も 出 て い ま す 。 た だ 、 そ れ を 風 呂 敷 広 げ て

み ん な や る と い う 意 味 で は ご ざ い ま せ ん の で 、 と に か く こ の 町 に 合 っ た 規 模 、 あ る い は ど う い う も の を や っ た ら 人 を 引

きつけてくれるか、そういうものをもろもろ基本構想の業務の中で検討させていきたいと思っております。  

  以上であります。  

○議長（野呂日出男君）  

  浅利直志君。  

○十三番（浅利直志君）  

  少しはイメージがというか、町長の思いが伝わってきたようが気がするんですけれども、北にはアップルヒルがあると、

南 に は サ ン フ ェ ス タ い し か わ が あ る と 、 西 に は あ る じ ゃ が あ る と 、 田 舎 館 に も あ り ま す よ と 、 そ の 隣 に は 板 柳 の 長 年 の

努 力 で 築 い た ふ る さ と セ ン タ ー が あ る と い う こ と で 、 検 討 委 員 会 に 検 討 も さ せ て も ら っ た ら 全 員 協 議 会 、 議 員 の 報 告 会

で も 必 要 で す よ と 、 三 つ な が ら 必 要 で す よ と い う こ と で は あ っ た ん で す け れ ど も 、 規 模 的 に は 道 の 駅 構 想 と 違 う ん で す

か と い う ま ず 一 つ は 疑 問 が 出 て く る ん で す け れ ど も 、 ま ず そ の こ と が 一 つ と 、 も う 一 つ は 論 に 欠 い て い る 、 い ず れ に し

て も 町 長 の 思 い も 、 あ る い は 検 討 委 員 会 の 思 い も 、 あ る い は こ の 間 講 演 を 聞 き に い っ て わ か っ た ん で す け れ ど も 、 ア ド

バ イ ザ ー は そ っ く り 味 の 素 グ ル ー プ の Ｏ Ｂ と い い ま す か 、 志 を 持 っ て や め た 人 た ち だ な と 。 そ う い う 意 味 で 流 通 や 食 品

の 分 野 の 専 門 家 で あ る け れ ど も 、 味 の 素 グ ル ー プ に 任 せ っ き り で い い の か な と い う 疑 問 も 持 っ た ん で す け れ ど も 、 い ず
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れ に し て も 事 業 主 体 の 選 定 は 公 募 型 な の か と い う 質 問 で あ り ま し た け れ ど も 、 今 の と こ ろ 予 定 し て い な い の で 、 こ こ 一 、

二 年 か か っ て つ く る ん だ と 、 じ ゃ あ つ く る の ス カ ウ ト す る 人 は 誰 な ん で す か 、 こ れ 。 町 長 な ん で す か 。 誰 が 選 定 す る ん

ですか。そこのところ、二点伺います。  

○議長（野呂日出男君）  

  町長平田博幸君。  

○町長（平田博幸君）  

  まずは道の駅構想どうのこうのという話でございますけれども、私は道の駅というのは県内で相当数多くあります。た

だ 、 道 の 駅 と い う だ け の 発 信 で い い の か と い う の も 前 々 か ら 考 え て い ま す 。 で す か ら 、 こ の エ リ ア の 人 た ち が 集 客 す る 、

あ る い は 青 森 県 津 軽 に 来 る 人 に あ そ こ に 立 ち 寄 っ て い た だ く よ う な 魅 力 を 発 信 、 我 が 町 を 発 信 す る よ う な や っ ぱ り 材 料

も必要だと思っています。そういうもろもろも基本構想の中でいろいろもんでもらうということでございます。  

  ただ、ハードなスケジュール等については、二カ年の人材育成を先行投資します。二十六年度、二十七年度、加工はど

う い う 食 材 を 使 っ た も の で 加 工 す れ ば い い の か 、 あ る い は レ ス ト ラ ン を も し や る の で あ れ ば 、 そ の 辺 の レ ス ト ラ ン と 違

っ て 郷 土 料 理 、 町 の 食 材 を 使 っ た も の を や っ て い こ う と い う よ う な 意 見 も ま た 基 本 構 想 の 中 か ら 出 る か も わ か り ま せ ん 。

そ う い う も ろ も ろ の 形 に す る 前 に ソ フ ト 事 業 、 人 材 育 成 の た め の 二 カ 年 に し て い き た い と 。 で き る な ら ば 、 二 十 七 年 度

の 末 の あ た り に は そ の 受 け 皿 を ど う や っ て い く べ き か と い う こ と を い ろ い ろ ま た 検 討 さ せ て い き た い と 、 そ う 思 っ て お

り ま す 。 誰 を ど う い う よ う な 形 に す る か と い う の は 、 今 私 の 頭 に は ま だ 具 体 的 な 名 前 が あ り ま せ ん 。 あ り ま せ ん け れ ど

も、多くの人たちと英知を結集して、この構想を形にしていきたいと思っております。  

  以上であります。  

○議長（野呂日出男君）  
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  浅利直志君。  

○十三番（浅利直志君）  

  私が懸念している、議員の中にも懸念があるんだと思いますけれども、一体何をメーンにしてこの事業をやっていくの

か と い う の を し っ か り し な き ゃ い け な い ん じ ゃ な い か と い う こ と と 、 施 設 は こ れ は 補 助 金 を 得 る な り な ん な り す れ ば 、

こ れ は も う 今 の 公 共 事 業 、 ば ら ま き の 状 態 で は で き る ん で す よ 。 で き る け れ ど も 、 二 、 三 年 後 に は 開 店 休 業 の 状 態 に な

ら な い こ と を 我 々 多 く の 人 は 願 っ て い る わ け で す 。 道 路 端 に そ う い う の が 開 店 休 業 の よ う な 状 態 が 十 年 後 に は そ う な っ

ていたということにならせたくないなという思いがあるんです。  

  それで、人材育成を一、二年かけてやるんだということなんですけれども、何かまたハード面よりもこれが一番不安じ

ゃ な い で す か 。 町 長 の 頭 に は 今 の と こ ろ は は っ き り し た も の は な い ん で す と 言 っ て い る ん で す け れ ど も 、 何 か あ る ん じ

ゃ な い で す か 。 あ る か ら 五 百 万 も か け て 、 ち ょ っ と 高 過 ぎ る な と 思 っ て い る ん で す け れ ど も 、 何 か あ る ん じ ゃ な い ん で

すか、頭の隅にでもいいんですけれども。どうなんでしょうか。  

○議長（野呂日出男君）  

  町長平田博幸君。  

○町長（平田博幸君）  

  多くの予算を使って、あるいは補助事業を使ってハードな事業をやるからには、絶対失敗させないと。そして、我が町

の 全 体 の ま ち づ く り の 中 で の 基 幹 産 業 の 農 業 を 考 え る と き に 、 あ の ス ペ ー ス に あ の ぐ ら い の 規 模 で あ っ た ら や っ ぱ り 周

辺 か ら 埋 没 し て し ま う だ ろ う と い う こ と で 、 二 年 前 か ら 事 務 方 に い ろ い ろ な 意 味 で プ ロ ジ ェ ク ト チ ー ム を つ く ら せ て 検

討 し て き ま し た 。 い よ い よ 大 体 多 く の 農 業 団 体 か ら 今 年 度 一 年 か け て い ろ ん な 意 味 で プ レ ゼ ン を 受 け ま し た の で 、 そ う

い う も ろ も ろ を 受 け て あ そ こ を 、 あ そ こ を と い う と 、 い わ ゆ る 食 彩 と き わ 館 の あ の 場 所 を 拡 充 し な が ら 、 た だ 農 産 物 販
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売 の 一 点 に 絞 る こ と な く 、 で き ま し た ら 観 光 の 人 た ち も バ ス を あ そ こ に と め て 、 ま ず は 農 産 物 を 買 っ て い た だ き な が ら

発 信 す る も の も 附 帯 し て 整 備 し て い き た い と い う こ と で ご ざ い ま す 。 受 け 皿 そ の も の は こ れ か ら 人 材 育 成 し て 、 ど う い

う 方 を ト ッ プ に し て と い う の は こ こ か ら で ご ざ い ま す の で 、 そ の 辺 は も う 少 し 時 間 を 貸 し て い た だ き た い と 思 っ て お り

ます。  

○議長（野呂日出男君）  

  浅利直志君。  

○十三番（浅利直志君）  

  これから人もお金もかけて検討するということなんですけれども、私は個人的には現在の段階ではスモール・イズ・ビ

ュ ー テ ィ フ ル と い う か 、 小 さ く て し っ か り し た も の の ほ う が い い の か な と 。 直 売 所 を 拡 大 す る 、 拡 張 す る こ と に つ い て

は や ぶ さ か で は な い ん で し ょ う け れ ど も 、 そ う い う 気 持 ち を 持 っ て お り ま す 。 な お か つ 調 理 師 、 シ ェ フ 、 そ れ か ら 販

売 ・ 経 営 感 覚 を 持 っ た 人 、 三 色 そ ろ え な き ゃ な ら な い わ け で す 。 二 兎 を 追 う 者 は 一 兎 を も 得 ず と い う の も あ る け れ ど も 、

三 兔 も 追 う わ け で 、 加 工 で し ょ う 。 加 工 も 含 め れ ば 三 人 の 専 門 家 が い な け れ ば 持 続 的 な 発 展 と い う の は な い ん じ ゃ な い

かなと思っております。  

  関連して、直売所の話が出たので、全くちょっと関係ないかもしれないですけれども、板柳の方面に行く道の駅のトイ

レ な ん か あ る で し ょ う 。 あ れ も 藤 崎 の 管 理 に な っ て い ま す よ ね 。 あ れ の 水 道 が 爆 発 し た り 、 そ れ か ら 常 盤 の 食 彩 館 も ト

イ レ も も っ と 開 放 的 に す る と か 、 そ ん な 身 近 な こ と も 含 め て や っ て い た だ き た い な と 思 っ て は い る ん で す け れ ど も 、 そ

の辺はどうですか。  

○議長（野呂日出男君）  

  町長平田博幸君。  
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○町長（平田博幸君）  

  基本構想はそういうもろもろも入ってのいろいろこれから構想段階に入りますので、今、浅利議員がお話ししたことを

全 て 組 み 入 れ し た 形 で 構 想 に 入 る と 思 い ま す 。 構 想 が で き 上 が る の が 恐 ら く 次 年 度 の 後 半 、 今 年 中 の 末 に な る か 、 あ る

い は 年 が 明 け る か も わ か り ま せ ん け れ ど も 、 そ の 際 に は 議 員 の 皆 さ ん に あ る 意 味 で オ ー プ ン に し て ま た い ろ ん な 意 見 を

出していただきたいと思っております。  

  以上であります。  

○議長（野呂日出男君）  

  これで十三番浅利直志君の一般質問は終了いたしました。  

  次に、五番奈良岡文英君に一般質問を許します。  

  五番奈良岡文英君。  

〔五番  奈良岡文英君  登壇〕  

○五番（奈良岡文英君）  

  きょう最後の発言者でありますので、よろしくお願いいたします。五番奈良岡文英であります。  

  平成二十六年第一回定例議会に当たり、町政全般について質問させていただきます。  

  平田町長におかれましては、平成二十三年十一月に就任してから三年目を迎えることになりました。就任以来、町民が

主 役 の 活 力 あ る ま ち づ く り を 町 政 の 第 一 の ス ロ ー ガ ン に 掲 げ て 、 持 ち 前 の 体 力 と 馬 力 と そ し て 大 き な 声 に 物 を 言 わ せ て

機 関 車 の ご と く 頑 張 っ て い る こ と と 思 い ま す 。 ま た 、 一 方 で は 町 内 会 ご と に ま ち づ く り 座 談 会 を 開 催 し て い る よ う に 、

一 旦 立 ち ど ま り 、 よ り 多 く の 町 民 の 声 に 耳 を 傾 け て ご 意 見 ご 要 望 を 吸 い 上 げ て 、 開 か れ た 町 政 を 進 め 、 明 る く 住 み よ い

藤崎町を目指してほしいと願うものであります。  
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  それでは、通告しておいた内容に沿って順次質問していきたいと思います。  

  まず、政府は米の過剰生産を抑制するため進めてきた減反政策を平成三十年度をめどに廃止することを決めました。減

反 政 策 は 昭 和 四 十 年 代 に 米 の 過 剰 生 産 が 問 題 に な っ て き た こ と で 、 昭 和 四 十 六 年 か ら 米 の 生 産 抑 制 政 策 と し て 本 格 的 に

導 入 さ れ ま し た 。 私 た ち 日 本 人 の 主 食 で あ る 米 の 生 産 量 を 抑 制 す る こ と で 、 供 給 が 過 剰 に な ら な い よ う に 生 産 者 ご と に

目 標 値 を 配 分 し 、 目 標 を 達 成 し た 農 家 に つ い て は 交 付 金 を 支 給 す る と い う も の で あ り 、 現 行 制 度 で は 作 付 面 積 十 ア ー ル

当 た り 一 万 五 千 円 の 交 付 金 を 支 給 し 、 こ れ が 二 十 六 年 度 に は 七 千 五 百 円 に 半 減 し 、 段 階 的 に 減 ら し 、 平 成 三 十 年 の 減 反

廃 止 と 同 時 に な く な る と い う も の で す 。 減 反 政 策 は そ の 大 き な 目 的 で あ る 米 の 過 剰 生 産 を 抑 制 し 、 米 の 価 格 を 維 持 す る

と い う あ る 程 度 の 目 的 は 果 た し て き た と 思 い ま す が 、 一 方 で は 日 本 人 の 米 の 年 間 の 消 費 量 は 過 去 五 十 年 間 で 半 減 し 、 年

間一人当たりの米の消費量は六十キロを割り込んでおります。  

  減反政策は米農家の農地の集約による大規模化を妨げ、また消費者のニーズに対応したいわゆる売れる米を生産するも

の で は な く な り 、 一 定 の 価 格 が 維 持 さ れ 、 あ る 程 度 の 収 入 が 保 障 さ れ る 、 そ し て 生 産 コ ス ト が 高 い 小 規 模 な 農 家 で も 経

営 を 維 持 で き る と い う 反 面 、 規 模 拡 大 を 目 指 す 意 欲 的 な 生 産 者 が 育 た ず に 、 世 界 的 競 争 力 の 低 下 を 招 い て き ま し た 。 今

進 め ら れ て い る Ｔ Ｐ Ｐ 交 渉 の 妥 結 を に ら み 、 海 外 の 安 い 農 産 物 に 対 抗 で き る 生 産 コ ス ト の か か ら な い 大 規 模 農 家 の 育 成

が 急 務 に な っ て き て い る と 思 い ま す 。 こ れ ま で の 米 政 策 は 私 た ち 農 家 に と っ て は 猫 の 目 農 政 と 言 わ れ る よ う に 、 数 年 に

一 度 の ペ ー ス で 政 策 転 換 が 行 わ れ 、 安 定 し た 長 期 的 な 営 農 計 画 も 立 て ら れ な い 状 況 で あ り 、 こ の よ う に 目 ま ぐ る し く 変

わる農政では将来を目指す意欲のある若い担い手も育たないことでありましょう。  

  こうした中で減反廃止という米政策の大転換、米農家はこれから先どのように対応すればよいのか、関係機関から情報

収 集 を 図 り 、 早 目 に 有 効 な 対 策 を 立 て て 農 家 の 不 安 を 払 拭 す る 必 要 が あ る の で は な い で し ょ う か 。 町 長 の 考 え 方 を 伺 う

ものであります。  
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  近年、農業農村を取り巻く状況は農家戸数の減少や農村の高齢化が進む中で、農業農村が将来にわたり持続的に発展し、

活 性 化 し て い く た め に は 意 欲 の あ る す ぐ れ た 経 営 能 力 を 身 に つ け た 青 年 を 農 業 に 就 農 さ せ て い く 必 要 が あ り ま す 。 担 い

手 対 策 が 急 が れ る 背 景 に は 、 農 業 を め ぐ る 社 会 情 勢 の 変 化 、 農 業 の 基 本 構 造 の 変 化 に よ り 、 昭 和 二 十 五 年 に は 農 業 就 業

人 口 の 割 合 が 国 内 の 就 業 人 口 の 四 五 ％ で あ っ た も の が 平 成 十 二 年 に は 四 ・ 五 ％ ま で に 劇 的 に 減 少 し て い る こ と 、 そ し て

農 業 就 業 人 口 の 高 齢 者 の 割 合 が 日 本 で 六 〇 ％ 近 く に な っ て い て 、 農 業 生 産 基 盤 が 弱 体 化 し 、 こ の こ と が 耕 作 放 棄 地 の 増

加 や 農 村 地 域 の 衰 退 な ど に つ な が っ て お り ま す 。 将 来 、 藤 崎 町 の 農 業 を 支 え る 認 定 農 業 者 、 担 い 手 農 家 、 農 業 後 継 者 、

集 落 営 農 組 織 を 育 成 し 、 魅 力 あ る 農 業 農 村 を 築 き 、 農 業 の 持 つ 多 面 的 機 能 の 維 持 発 展 を 図 っ て い く 必 要 が あ る か と 思 い

ま す 。 今 新 た に 農 業 を 始 め よ う と す る 人 が 技 術 の 習 得 や 生 産 販 売 ま た は 経 営 の ノ ウ ハ ウ の 取 得 と い う よ う な 不 安 を 解 消

し 、 安 心 し て 農 業 を 始 め ら れ る よ う に サ ポ ー ト す る 体 制 を 構 築 す る 必 要 が あ る の で は な い で し ょ う か 。 我 が 町 の 新 規 就

農者への支援について伺うものであります。  

  青森リンゴは明治八年に導入されてから百三十八年の歴史があります。その間、大勢の先人たちの努力、研さんの積み

重 ね で 今 日 に 至 っ て お り ま す 。 今 で は 栽 培 面 積 お よ そ 二 万 一 千 町 歩 、 生 産 量 は 日 本 の リ ン ゴ の お よ そ 五 〇 ％ で あ り 、 試

験 研 究 機 関 は も と よ り 、 生 産 か ら 販 売 流 通 ま で 多 く の 関 連 産 業 の 人 が か か わ っ て い る 。 津 軽 の 風 土 と 歴 史 、 文 化 に よ っ

て つ く り 出 さ れ た 、 ま さ に リ ン ゴ 産 業 で あ り ま す 。 青 森 リ ン ゴ を 世 界 農 業 遺 産 に 登 録 し よ う と い う こ と を 提 案 し た い と

思 い ま す 。 既 に 五 所 川 原 農 林 高 校 や 県 の り ん ご 協 会 な ど が 中 心 と な っ て 、 リ ン ゴ で 世 界 農 業 遺 産 研 究 会 を 組 織 し 、 世 界

農業遺産登録に向けた活動をしております。  

  青森リンゴを世界農業遺産に登録する理由を次のように私は考えます。世界的にこれだけまとまった地域にリンゴが集

中 し て い る 地 域 は な く 、 世 界 的 に 見 て も 冬 は 豪 雪 、 夏 は 高 温 多 湿 で 日 照 時 間 が 短 い と い う 厳 し い 気 象 条 件 の 中 で リ ン ゴ

栽 培 を 可 能 に し た 剪 定 技 術 や 実 す ぐ り な ど の 高 い 栽 培 技 術 、 病 害 虫 防 除 と い う そ の 防 除 技 術 を 代 々 伝 承 し て き て い る こ
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と 。 ま た 、 高 い 技 術 に よ っ て 丁 寧 に 丹 精 込 め て 栽 培 さ れ る リ ン ゴ は 美 し く 、 お い し く 、 ま た ま さ に 芸 術 品 と 思 え る ほ ど

す ば ら し い も の で あ る こ と 。 農 村 社 会 の 歴 史 、 風 土 、 文 化 に 定 着 し て い て 、 関 連 産 業 も 含 め て 地 域 経 済 に 貢 献 し て い る

こ と な ど が 挙 げ ら れ ま す 。 ま た 、 世 界 農 業 遺 産 登 録 す る こ と の 狙 い は 、 若 者 の 定 着 や 生 産 意 欲 の 高 揚 、 農 業 農 村 文 化 の

重 要 性 を 再 認 識 で き る こ と 、 青 森 リ ン ゴ に ス ト ー リ ー 性 を 持 た せ 、 リ ン ゴ の さ ら な る ブ ラ ン ド 化 に つ な が り 、 世 界 農 業

遺 産 の リ ン ゴ と い う 新 た な 付 加 価 値 が つ け ら れ 、 販 売 力 の 強 化 に な る こ と も 期 待 で き る と 思 い ま す 。 ま た 、 岩 木 山 を バ

ッ ク に 津 軽 平 野 に 広 が る 春 の 桜 と リ ン ゴ の 花 、 秋 の 赤 と 黄 色 の リ ン ゴ 園 の 景 観 は 観 光 振 興 に も つ な が っ て い く と 思 い ま

す 。 こ れ ら 地 域 社 会 が 将 来 に わ た り 発 展 、 活 性 化 を 図 れ る も の と 思 い ま す 。 こ う し て 考 え て み る と 、 青 森 リ ン ゴ は 世 界

農業遺産に十分値するものだと考えています。  

  この提案を世界一の品種にまで成長したふじの発祥の地であり、リンゴの聖地であると認める藤崎町から発信していく

こ と 、 そ し て リ ン ゴ 産 業 の 将 来 を 問 い か け て い く 、 こ の こ と に 意 味 が あ る の で は な い で し ょ う か 。 こ の 提 案 を 津 軽 一 円

に広げていきたいものであります。このことについて町長の見解を伺いたいと思います。  

  以上で、登壇での発言を終わらせていただきます。誠意あるご答弁をよろしくお願いいたします。  

○議長（野呂日出男君）  

  五番奈良岡文英君の一般質問に対する答弁を求めます。  

  町長平田博幸君。  

〔町長  平田博幸君  登壇〕  

○町長（平田博幸君）  

  それでは、今定例会最後の一般質問の奈良岡文英議員の一般質問にお答えいたします。  

  初めに、農業の振興についてのイの農政大転換「減反」廃止に向けた町の対応についての早目の対策で農家の不安を払
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拭 す る べ き で は な い か で あ り ま す が 、 今 回 国 が 打 ち 出 し ま し た 米 政 策 見 直 し 等 の 改 革 に つ い て 、 ま だ ま だ 不 透 明 な 部 分

も あ り 、 生 産 者 の 方 も 正 確 な 情 報 を 把 握 し 切 れ て い な い よ う な 実 情 で あ り ま す 。 そ の た め 、 先 月 末 に 国 の 担 当 者 に 直 接

出 向 い て い た だ き 、 生 産 者 の 方 へ の 説 明 会 を 実 施 し 、 決 し て 減 反 政 策 が な く な る わ け で は な い 、 一 部 は 廃 止 さ れ る 制 度

も あ る が 、 基 本 的 な 交 付 金 等 は な く な ら な い と の 説 明 を し て お り ま す 。 生 産 者 に と っ て は Ｔ Ｐ Ｐ 問 題 と 絡 め て 非 常 に 不

安 が 募 る ば か り で は あ り ま す が 、 正 し い 情 報 を 正 確 に お 伝 え し な が ら 、 同 時 に 町 水 田 農 業 の 将 来 の ビ ジ ョ ン 作 成 に 早 期

に着手してまいりたいと考えております。  

  次に、ロの農家担い手育成についての新規就農者への支援はについてでありますが、新規就農者支援対策、担い手育成

対 策 に つ き ま し て は 青 年 就 農 給 付 金 制 度 や 経 営 体 育 成 支 援 事 業 な ど の 活 用 に つ い て 関 係 機 関 と 連 絡 を 密 に し 、 就 業 者 の

維 持 拡 大 に 努 め て い る と こ ろ で あ り ま す 。 先 般 の 二 月 十 二 日 、 新 規 担 い 手 育 成 協 議 会 と 町 青 年 農 業 士 、 経 営 士 と の 語 る

集 い も 実 施 さ れ て お り ま す 。 当 町 に は 剪 定 士 や 経 営 士 な ど 、 リ ン ゴ 、 米 、 野 菜 、 花 卉 、 畜 産 な ど 幅 広 い 分 野 に お い て の

生 産 経 営 の プ ロ が た く さ ん お ら れ ま す 。 ぜ ひ こ の 方 々 を 新 規 就 農 者 な ど 若 い 担 い 手 の 皆 さ ん の 技 術 向 上 の た め 、 そ し て

経営向上のため、一役買っていただけるような体制を検討してまいりたいと思います。  

  次に、ハのリンゴ産業の育成についての青森リンゴを世界農業遺産に登録しようについてでありますが、世界農業遺産

の 指 定 に つ き ま し て は 世 界 で 二 十 五 例 、 そ の う ち 日 本 で は 五 例 が ご ざ い ま す 。 世 界 農 業 遺 産 は 奈 良 岡 議 員 が ご 指 摘 の よ

う に 、 二 〇 〇 二 年 に 食 料 の 安 定 確 保 を 目 指 す 国 際 連 合 食 糧 農 業 機 関 に よ っ て 開 始 さ れ た プ ロ ジ ェ ク ト で あ り 、 近 代 化 の

中 で 失 わ れ つ つ あ る そ の 土 地 の 環 境 を 生 か し た 、 そ し て 伝 統 的 な 農 業 、 農 法 、 生 物 多 様 性 が 守 ら れ た 土 地 利 用 、 農 村 文

化、景観などを地域システムとして一体的に維持保全し、次世代へ継承していくことを目的としております。  

  当町で生まれたふじが岩木山をバックに赤く実った景観はすばらしいものがあり、今回夢のあるご提案をいただいた青

森 リ ン ゴ を 世 界 農 業 遺 産 に 登 録 し よ う に つ き ま し て は 、 で き る な ら ば そ う な っ て ほ し い と い う の が 私 の 夢 で も ご ざ い ま
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す 。 し か し な が ら 、 全 国 の 五 〇 ％ 以 上 近 い 生 産 量 を 誇 る 青 森 リ ン ゴ に つ き ま し て は 、 一 町 村 だ け で か な え ら れ る も の で

は な く 、 我 が 藤 崎 町 が 今 や 世 界 一 の 生 産 量 を 誇 る ふ じ 発 祥 の 地 で あ る こ と を い ま だ に 知 ら な い 国 民 が た く さ ん お ら れ る

こ と も 事 実 で あ り ま す 。 将 来 、 青 森 リ ン ゴ が 世 界 農 業 遺 産 に 登 録 さ れ る こ と へ の 希 望 の ス タ ー ト と し て 、 ま ず は ふ じ が

藤 崎 町 で 生 ま れ た リ ン ゴ で あ る こ と を 国 内 外 に 向 け て 発 信 し て い き た い と 考 え て お り ま す 。 ま た 、 世 界 農 業 遺 産 登 録 に

つ き ま し て は 、 い ろ ん な 意 味 で 弘 前 定 住 自 立 圏 の 皆 々 様 、 あ る い は リ ン ゴ 農 業 地 帯 の 首 長 の 皆 様 と い ろ い ろ 協 議 を 重 ね

ていきたいと思っております。  

  以上、登壇での答弁を終わりたいと存じます。  

○議長（野呂日出男君）  

  五番奈良岡文英君の一般質問に対する答弁が終わりました。  

  これより、五番奈良岡文英君に再質問を許します。奈良岡文英君。  

○五番（奈良岡文英君）  

  簡潔な答弁をありがとうございます。  

  我が町は農業が基幹産業だというのは町長初め皆さんご認識しているかと思いますが、今回の取り上げた課題について

の 答 弁 に つ い て 、 農 業 の 町 と し て は も う 少 し 具 体 的 に 踏 み 込 ん だ 答 弁 が あ っ て も い い の か な と い う 感 じ が し ま し た け れ

ども、まず減反政策について質問させていただきます。  

  登壇でも申し上げたように、農政の大転換であり、水田農家の人は大変ことしは不安な気持ちでいると思います。今も

う 既 に 種 も み の 準 備 に 入 っ た り 、 こ れ か ら こ と し の 営 農 計 画 は ど う す れ ば い い の か と 。 と り あ え ず 種 も み の 準 備 だ け は

始 め よ う と い う 感 じ か と 思 い ま す け れ ど も 、 答 弁 の 中 に あ っ た 国 の 担 当 者 の 説 明 会 を 実 施 し た と い う こ と な ん で す け れ

ども、具体的な内容、日時とかはいつどのような方を対象にやったんですか。  
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○議長（野呂日出男君）  

  農政課長。  

○農政課長（三上正裕君）  

  ちょっと聞き取れません。対象者ですね。その説明をした対象者ということですね。（「対象者」の声あり）  

  対象者については、実際米をつけている農家さん全てということになります。広報のほうに一応それも載せてございま

して、常盤地区と藤崎地区を分けて時間をずらして実施したということでございます。全農家が対象です。  

  以上です。  

○議長（野呂日出男君）  

  奈良岡文英君。  

○五番（奈良岡文英君）  

  町内二カ所ということでうけたまわってよろしいですか。こういう時期が時期ですので、町内二カ所というわけでなく、

各 地 域 ご と 、 集 会 施 設 に 出 向 い て 説 明 す る と か 、 そ う い う き め 細 か な 対 応 が 必 要 か と 思 い ま す け れ ど も 、 そ の 辺 に つ い

ては担当課、どういう認識でいらっしゃいますか。  

○議長（野呂日出男君）  

  農政課長。  

○農政課長（三上正裕君）  

  確かにおっしゃるとおりでございますが、ただ、毎年、きのうからもう既に集落の説明会と同時に受け付けのほうも受

け て い ま す 。 一 応 そ の と き に 説 明 し て も い い と い う 、 時 期 的 に も ち ろ ん 当 然 日 に ち が な い も の で す か ら 、 そ れ し か な い

の か な と い う こ と で は 当 初 考 え て い た ん で す が 、 た だ 、 今 回 、 来 年 度 か ら 一 応 こ の 改 革 、 中 身 が 変 わ る と い う こ と で 、
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そ の 前 に 一 度 は や っ ぱ り や っ て お か な い と 皆 さ ん も 受 け 付 け に 来 た と き に 、 そ れ を わ か っ て 来 た の と 来 る の で は 違 う と

い う こ と で や っ た わ け で す 。 そ の と き に 、 先 月 末 で す か 、 来 ら れ な か っ た 人 に つ い て は 、 さ っ き 言 い ま し た よ う に き の

う か ら 行 っ て い ま す 地 域 の 集 落 の 座 談 会 、 説 明 会 の と き に そ れ も 絡 め て の お 話 と 、 主 に は そ れ を 含 め た 形 で の 、 町 で は

じ ゃ あ こ う い う 助 成 し ま す よ と い う も の に な る ん で す が 、 当 然 そ の 中 で も 話 は 出 て き ま す の で 、 そ う い う と き は こ の 話

は十分農家に対して説明するということで行ってございます。  

  以上でございます。  

○議長（野呂日出男君）  

  奈良岡文英君。  

○五番（奈良岡文英君）  

  農政の転換期ということですので、農業の現場は大変混乱することが予想されますので、国、県の情報を早目に収集し

て 、 情 報 を 受 け る と い う 受 け 身 の 姿 勢 で は な く 、 情 報 を む し ろ こ ち ら か ら 集 め る と い う 姿 勢 で 、 そ れ を 早 く 農 家 の 人 に

伝 え て 早 目 の 準 備 、 対 策 を 立 て る と い う こ と が ま ず は 大 切 か と 思 い ま す け れ ど も 、 そ の 点 に つ い て 担 当 課 と 町 長 の 考 え

を伺います。  

○議長（野呂日出男君）  

  農政課長。  

○農政課長（三上正裕君）  

  先ほどの繰り返しといいますか、そうなりますけれども、今の集落説明会につきましては常盤地区で六日から七、八日、

そ れ か ら 十 、 十 一 日 、 火 曜 日 ま で と い う こ と で ご ざ い ま す 。 こ れ は 各 セ ン タ ー を 、 多 分 皆 さ ん に 通 知 は 行 っ て い る と 思

う ん で す が 、 各 セ ン タ ー 十 一 カ 所 を 四 日 で 回 っ て 説 明 会 並 び に 受 け 付 け を 行 う と い う こ と で ご ざ い ま す 。 そ れ か ら 、 少
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し そ の 次 お く れ ま し て と い う よ り も 十 二 日 か ら 十 三 、 十 四 日 、 三 日 間 、 そ れ に つ い て は 藤 崎 地 区 の 各 セ ン タ ー を そ の 三

日 間 で 説 明 す る と い う こ と で ご ざ い ま す 。 先 ほ ど 言 い ま し た 、 そ の 前 の 説 明 会 、 地 域 セ ン タ ー の ほ う か ら 来 て も ら っ た

と い う の が 十 五 日 ご ろ の 、 こ ち ら で こ れ の 改 革 に つ い て 十 分 把 握 で き る 期 間 と い う の も な か な か と れ な か っ た と い う こ

と と 、 結 構 急 だ っ た こ と も あ り ま し て 、 二 月 十 五 日 の 町 の 広 報 に ご 案 内 し て ご ざ い ま し た 。 そ し て 、 二 十 八 日 に 文 化 会

館と文化センターのほうでその二カ所で実施したということでございます。それが詳細でございました。  

○議長（野呂日出男君）  

  町長平田博幸君。  

○町長（平田博幸君）  

  奈良岡議員が心配するのももっともでございまして、今、農政課長がお話ししたとおり、まずは二月二十八日に二カ所、

常 盤 地 区 、 農 政 局 の 職 員 に 来 て い た だ い て 、 そ の 農 政 の シ フ ト 転 換 の こ と に つ い て ご 説 明 さ せ て い た だ き ま し た 。 両 方

で 約 七 十 名 ぐ ら い と 私 聞 い て い ま し た け れ ど も 、 今 か み 砕 い て の 地 域 に 出 向 い て の 説 明 は 今 農 政 課 長 が お 話 し し た よ う

な形でいろいろ地域に入っていってご説明していくということでございます。  

  また、今後どのような形で藤崎の水田農業を考えていくのかというご指摘もありましたので、もう国の動向の情報が入

っ て き ま し た の で 、 年 明 け た こ ろ に 農 政 課 長 と 課 長 補 佐 を 町 長 室 に 呼 ん で 、 農 家 の 方 は 不 安 も あ る だ ろ う と 、 し か し な

が ら 今 の 国 の 基 準 が こ う 変 わ っ た ん だ か ら こ れ に ま ず 見 合 っ た 形 で い ろ ん な 意 味 で の 新 規 の 事 業 も あ り ま す の で 、 そ う

い う も の を も ろ も ろ ま ず は 農 政 課 で た た き な さ い と 。 た た い て 、 農 政 課 で あ る 程 度 の 骨 格 の ビ ジ ョ ン を ま ず ま と め な さ

い と い う 指 示 は も う 出 し て い ま す 。 そ の 指 示 が で き 上 が っ た ら 、 今 度 は 両 Ｊ Ａ 、 そ し て ま た 農 業 団 体 と ひ ざ を 交 え て そ

の 機 会 を つ く っ て 、 我 が 町 の 水 田 農 政 を ど う や っ て い く べ き か と い う こ と を い ろ い ろ 議 論 を 深 め な が ら 前 に 進 め て い き

たいという思いでございます。  
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○議長（野呂日出男君）  

  奈良岡文英君。  

○五番（奈良岡文英君）  

  町には千五百町歩の水田があるわけでして、先ほど浅利議員の質問の答弁の中にもあったように、長期的な水田農業の

ビ ジ ョ ン を 打 ち 立 て て 、 そ れ に 沿 っ た 町 独 自 の 水 田 農 業 施 策 を 進 め て い く と い う こ と も 、 国 の 農 政 に 振 り 回 さ れ な い で

安 定 し た 営 農 計 画 を 立 て て い く こ と が で き る か と 思 い ま す け れ ど も 、 早 目 に 水 田 農 業 の 長 期 的 な ビ ジ ョ ン を 関 係 機 関 と

一緒になって打ち出していただきたいと思います。  

  これから先、こういう農政が転換されてくれば小規模農家が離農する可能性があるだろうというのは予想されるんです

け れ ど も 、 そ う い う 受 け 皿 と し て 、 あ る い は 大 規 模 米 農 家 、 あ る い は 集 落 営 農 組 織 を 育 成 し て い く こ と が 一 番 手 っ 取 り

早 い か な と 思 い ま す け れ ど も 、 そ の 点 に つ い て 集 落 営 農 組 織 と か 農 業 法 人 を 育 成 す る と い う 点 に つ い て は 農 政 課 で は ど

のように考えていますか。  

○議長（野呂日出男君）  

  農政課長。  

○農政課長（三上正裕君）  

  お答えいたします。  

  今現在、集落営農組織といえる大きな組織、営農組合が一つございます。そこについては発足してからいろいろ周りの

例 え ば 高 齢 化 で 作 業 で き な い と か 、 も う 仕 事 で き な く な っ た と い う 方 々 の 農 地 を 借 り 受 け て 集 積 し て 、 そ れ の 保 存 維 持

と い い ま す か 、 維 持 を し て い る と い う 状 況 で ご ざ い ま す 。 た だ 、 こ う い う ふ う に 水 田 農 業 に つ い て の 改 革 と い う こ と で

国 か ら 示 し た わ け で ご ざ い ま す け れ ど も 、 Ｔ Ｐ Ｐ と 絡 め て 非 常 に そ の 経 営 に は 不 安 が 出 て く る と 。 当 然 な が ら 、 こ う い
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う 話 を す れ ば あ れ な ん で す が 、 小 規 模 で は や っ ぱ り 経 営 は 難 し く な ろ う と 、 米 で は 、 そ う 思 っ て い ま す 。 そ う い う こ と

も 含 め ま し て 、 や は り 現 時 点 で 当 町 を 見 た 場 合 に 、 私 の 考 え で す が 、 今 、 藤 崎 地 区 と 常 盤 地 区 を 分 け た 場 合 、 藤 崎 地 区

に は ま ず 最 低 で も も う 一 つ そ の 営 農 組 織 が 必 要 で あ ろ う と 、 私 な り に 思 っ て い ま す 。 常 盤 地 区 に つ い て は 、 で き れ ば 今 、

法 人 と か 結 構 大 き な 担 い 手 の 方 が 多 い も の で す か ら 、 そ う い う 方 々 を ま た 何 人 か を 一 つ に し て 法 人 化 す る と い う よ う な

形 が 一 番 早 い の か な と い う こ と で 、 ま ず は 常 盤 地 区 の ほ う は 面 積 も 大 き い と い う こ と で 、 で き れ ば 三 つ ぐ ら い の 組 織 が

あ れ ば 、 経 営 し て い け れ ば な と い う よ う な こ と を ち ょ っ と 考 え て い ま す 。 こ う い う こ と で 、 先 ほ ど 町 長 の ほ う か ら も ビ

ジ ョ ン の お 話 が あ り ま し た け れ ど も 、 そ れ も 当 然 な が ら 考 慮 に 入 っ て い ま す 。 含 め た 形 で ビ ジ ョ ン の 作 成 と い う こ と を

進めていきたいと考えてございました。  

  以上でございます。  

○議長（野呂日出男君）  

  奈良岡文英君。  

○五番（奈良岡文英君）  

  農業生産法人を育成するといっても、やる側はただかけ声だけでは手を挙げない。何かそこにメリットとか、町として

誘 導 す る も の が な け れ ば そ れ は 法 人 化 、 集 落 営 農 組 織 は 組 織 化 し て は い か な い と 思 う の で 、 そ う い う 有 効 な 施 策 を 打 ち

出していくべきじゃないかと思います。  

  次の質問の新規就農対策とも関係してくるんですけれども、実際のところ農業生産法人と言われる組織と認定農業者と

言われる経営体は町内には幾ら存在するんですか。認定農家の戸数も含めて。  

○議長（野呂日出男君）  

  農政課長。  
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○農政課長（三上正裕君）  

  認定農業者登録法人も含めて二百十八あります。その中で、ちょっと私は内容的な資料を持ってこなかったんですが、

組 織 経 営 体 が 三 団 体 だ と 記 憶 し て い る ん で す が 、 正 確 に は あ れ な ん で す が 、 三 か 四 だ と 思 っ て い ま し た 。 そ の 二 百 十 八

のうち。よろしいですか。  

○議長（野呂日出男君）  

  奈良岡文英君。  

○五番（奈良岡文英君）  

  それでは、新規就農者ですけれども、二十五年でもいいです、二十四年度でもいいですし、国の就農給付金の制度が始

まってからでいいですけれども、いわゆる新規就農者と言われる人は何人ぐらいいるんですか。  

○議長（野呂日出男君）  

  農政課長。  

○農政課長（三上正裕君）  

  平成十四年からのものはちょっとこちらで把握しています。平成十四年から二十五年、去年の四月までの間の新規就農

者 と し て こ ち ら で 把 握 し て い る 部 分 が 三 十 三 名 ご ざ い ま す 。 ち ょ っ と こ の 中 で は ダ ブ る こ と に な る ん で す が 、 こ の 中 で

青 年 就 農 給 付 金 を も ら っ て い る 方 々 も そ の 新 規 就 農 者 と い う こ と に な り ま す が 、 そ れ が 二 十 五 年 で 給 付 金 を も ら っ て い

る 方 が 十 一 名 ご ざ い ま す 。 こ れ は ダ ブ っ て い る 方 も お ら れ ま す 。 一 応 こ ち ら で 把 握 し て い る 部 分 と い う の は 以 上 で ご ざ

います。  

○議長（野呂日出男君）  

  奈良岡文英君。  
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○五番（奈良岡文英君）  

  三十三人の中に十一人が含まれていると考えてよろしいんでしょうか。  

○議長（野呂日出男君）  

  農政課長。  

○農政課長（三上正裕君）  

  はい、含まれています。  

○議長（野呂日出男君）  

  奈良岡文英君。  

○五番（奈良岡文英君）  

  そういう新規就農者が十年間の間に三十三人出たということで、数字は多いか少ないかは別として大変喜ばしいことだ

と 思 い ま す 。 そ れ ら の 人 が 農 業 経 営 に 携 わ っ て 、 将 来 町 の 農 業 を 担 っ て い く と い う こ と に な る こ と は 私 も 両 手 を 挙 げ て

応 援 し て い き た い と 思 う ん で す け れ ど も 、 昨 年 常 任 委 員 会 で 北 海 道 の む か わ 町 に こ の 新 規 就 農 対 策 に つ い て と い う テ ー

マ で 研 修 す る 機 会 が あ っ た ん で す け れ ど も 、 そ の む か わ 町 で は 町 の 関 係 機 関 が 一 丸 と な っ て 役 場 、 農 協 、 普 及 セ ン タ ー 、

あ る い は 農 業 法 人 と か が 一 体 と な っ て 協 議 会 を つ く っ て 新 規 就 農 者 に 対 し て 支 援 を し て い く と い う こ と を や っ て い る わ

け な ん で す け れ ど も 、 経 営 的 な 面 、 技 術 的 な 面 、 販 売 の 面 、 あ ら ゆ る 面 か ら サ ポ ー ト し て い る ん で す け れ ど も 、 こ う い

う事例があるわけなんですけれども、町長としてはそういうことについてどのようにお考えですか。  

○議長（野呂日出男君）  

  町長平田博幸君。  

○町長（平田博幸君）  
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  奈良岡議員がお話しされたとおり、親御さんから指導を受けながらやっている方もありますし、あるいはまた親御さん

が お 勤 め し て お じ い ち ゃ ん と 代 を 引 き 継 い で や っ て い る 方 も 中 に は あ る み た い で ご ざ い ま す 。 先 般 、 二 月 十 二 日 、 町 新

規 担 い 手 育 成 の 皆 さ ん 、 も ち ろ ん 今 給 付 い た だ い て い る 方 も 入 っ て 、 青 年 農 業 士 あ る い は 経 営 士 の 皆 さ ん と の 意 見 交 換

会 の 場 に も 私 も ち ょ っ と お 邪 魔 さ せ て い た だ き ま し た 。 例 え ば リ ン ゴ に 関 し て み れ ば 、 共 防 連 も 、 あ る い は わ い 化 研 究

会 も い ろ い ろ な 団 体 が 地 域 に 根 差 し て お り ま す の で 、 稲 作 は 稲 作 農 家 、 あ る い は リ ン ゴ は リ ン ゴ 、 あ る い は 花 卉 は 花 卉

と い う 形 で 、 技 術 指 導 そ し て ま た 経 営 指 導 も で き る よ う な 体 制 を 構 築 で き れ ば 、 こ れ は 年 間 通 し て い ろ い ろ タ イ ム ス ケ

ジ ュ ー ル 組 ん で 指 導 も で き ま す の で 、 で き る だ け 早 く そ う い う 体 制 が で き る よ う に 関 係 機 関 と ち ょ っ と 協 議 さ せ て い た

だきたいと思っております。  

  以上であります。  

○議長（野呂日出男君）  

  奈良岡文英君。  

○五番（奈良岡文英君）  

  各団体が個別にそういう支援活動をしても大きな力にはなっていかないと思いますので、関係機関一丸となって協議し

な が ら や っ て い く こ と が 必 要 か と 思 い ま す 。 そ れ の 仲 介 役 に な っ て い く の が 町 の 農 政 か と 思 い ま す の で 、 そ う い う 農 業

行 政 を 展 開 し て い た だ き た い と 、 こ れ が 担 い 手 の 育 成 に つ な が っ て い く と 思 い ま す の で 、 ぜ ひ 今 町 長 が 言 っ た よ う な 内

容のことを強力に進めていただきたいと思います。  

  次に、世界農業遺産についてですけれども、登壇でも申し上げたように、五所川原農林初め各津軽地方の農業高校やり

ん ご 協 会 の 人 た ち が も う 既 に 研 究 会 を 発 足 し て 、 青 森 リ ン ゴ を 世 界 農 業 遺 産 に 登 録 し よ う と い う こ と で 勉 強 会 を 開 い て

い る み た い な ん で す け れ ど も 、 こ の こ と は 藤 崎 の こ と で な い の で こ こ で 取 り 上 げ な く て も い い ん で は な い か と い う 声 も
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な い わ け で は な い ん で す け れ ど も 、 私 は こ う い う こ と を 藤 崎 か ら 発 信 し て い く こ と に 非 常 に 意 味 が あ る と 思 う ん で す よ 。

ふ じ の 発 祥 の 地 で も あ り ま す し 、 ふ じ を 育 種 し た 国 の 研 究 機 関 も あ っ た 。 藤 崎 園 芸 高 校 の り ん ご 科 も あ っ て 、 い ず れ な

く な る と い う 状 況 で あ り ま す し 、 町 長 さ ん 持 ち 前 の 発 信 力 で 町 村 会 あ た り の 会 合 に 行 っ た ら 、 ぜ ひ こ う い う 発 想 の 転 換

と い い ま す か 、 こ う い う 発 想 も あ る ん で す よ と い う こ と を 申 し 上 げ て い た だ き た い と 思 う ん で す け れ ど も 、 そ の 辺 に つ

いて町長はどう思いますか。  

○議長（野呂日出男君）  

  町長平田博幸君。  

○町長（平田博幸君）  

  今、奈良岡議員からご指摘いただいたことを胸に秘めまして、まずは定住自立圏、これは弘前を中心に八市町村があり

ま す 。 こ れ は 産 業 、 医 療 、 教 育 あ る い は 文 化 、 も ろ も ろ い ろ ん な 協 議 さ せ て い た だ い て お り ま す 。 そ の 中 で ま ず は 発 信

し て み よ う か な と 思 っ て お り ま す 。 あ る い は ま た 、 六 月 三 日 は 県 知 事 そ れ か ら 部 長 部 局 と 県 内 の 四 十 市 町 村 と の 合 同 の

政 策 協 議 あ る い は 要 望 事 項 を す る 年 一 回 の 会 議 が あ り ま す 。 そ の 辺 で も 私 が 今 ご 指 導 あ っ た そ の 件 を ち ょ っ と 提 案 し て

み よ う か な と 思 っ て 、 早 速 事 務 方 に い ろ ん な 方 面 で 協 議 し て 、 何 か 提 案 書 を つ く っ て 、 そ の 中 で 提 言 し て い き た い と 思

っ て お り ま す 。 あ る い は ま た 、 り ん 対 協 と か 、 あ る い は Ｊ Ａ さ ん と も ま た こ れ は 協 議 し て い く べ き こ と で す し 、 も ち ろ

ん り ん ご 協 会 と も 協 議 す べ き こ と だ と 思 い ま す 。 連 携 を も っ て や っ て い け ば 早 く 加 速 す る と 思 い ま す の で 、 そ の 辺 の 核

となるよう鋭意努力したいと思っております。  

  以上であります。  

○議長（野呂日出男君）  

  奈良岡文英君。  
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○五番（奈良岡文英君）  

  関係市町村、関係機関、いっぱいあることですので、その辺との連携は十分図りながら、何だ藤崎だけ突出してという

ふ う な 、 逆 に そ う 言 わ れ る 可 能 性 も な い わ け で は な い の で 、 そ の 辺 は 十 分 連 携 を 図 り な が ら 実 現 で き る よ う に 進 め て い

ただきたいと思います。  

  この辺でこの質問を終わって、私の一般質問を終わりたいと思います。  

○議長（野呂日出男君）  

  これで五番奈良岡文英君の一般質問は終了いたしました。  

  以上で一般質問を終わります。  

  これをもって本日の日程は終了いたしました。  

  本日はこれにて散会いたします。  

  ご苦労さまでした。  

     散  会  午後二時四十二分  

                                                   


